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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　映像データ内の予測されたピクチャを復号するのに使用するための参照ピクチャリスト
Ｌ０および参照ピクチャリストＬ１を生成する方法であって、前記方法は、
　復号ピクチャバッファ（ＤＰＢ）から参照ピクチャの第１の順序付けリストRefPicSetC
urrTempList0を生成するステップであって、当該第１の順序付けリストは、現在復号され
ているピクチャよりも時間的に前の前記参照ピクチャが前記ＤＰＢにある場合は、それら
の参照ピクチャが前記現在復号されているピクチャからの時間的距離に従って順に列記さ
れ、
　　次いで前記現在復号されているピクチャよりも時間的に後の前記参照ピクチャが前記
ＤＰＢにある場合はそれらの参照ピクチャが前記現在復号されているピクチャからの時間
的距離に従って順に列記され、
　　次いで長期参照ピクチャが前記ＤＰＢにある場合はそれらの長期参照ピクチャが前記
ＤＰＢに格納されている順序で列記されるように順序付けられる、ステップと、
　前記ＤＰＢから参照ピクチャの第２の順序付けリストRefPicSetCurrTempList1を生成す
るステップであって、当該第２の順序付けリストは、前記ＤＰＢに前記現在復号されてい
るピクチャよりも時間的に後の前記参照ピクチャがある場合はそれらの参照ピクチャが前
記現在復号されているピクチャからの時間的距離に従って最初に順に列記され、
　　次いで前記現在復号されているピクチャよりも時間的に前の前記参照ピクチャが前記
ＤＰＢにある場合はそれらの参照ピクチャが前記現在復号されているピクチャからの時間



(2) JP 6480185 B2 2019.3.6

10

20

30

40

50

的距離に従って順に列記され、
　　次いで長期参照ピクチャが前記ＤＰＢにある場合はそれらの長期参照ピクチャが前記
ＤＰＢに格納されている順序で列記されるように順序付けられる、ステップと、
　RefPicSetCurrTempList0およびRefPicSetCurrTempList1からそれぞれ参照ピクチャを選
択することによってリストＬ０およびＬ１の少なくとも一方を生成するステップと
　を備え、
　リストＬ０が変更リストとなることになる場合は、リストＬ０を生成する前記ステップ
は、参照ピクチャリストＬ０の中の各エントリに対して、前記第１の順序付けリストへの
第１のインデックスを受信すること、および、Ｌ０内の中の前記エントリにおいて、前記
第１のインデックスによって特定される、前記第１の順序付けリスト内における前記参照
ピクチャを列記することを含み、
　リストＬ１が変更リストとなることになる場合は、リストＬ１を生成する前記ステップ
は、参照ピクチャリストＬ１の中の各エントリに対して、前記第２の順序付けリストへの
第２のインデックスを受信すること、および、Ｌ１内の中の前記エントリにおいて、前記
第２のインデックスによって特定される、前記第２の順序付けリスト内における前記参照
ピクチャを列記することを含むこと
　を特徴とする方法。
【請求項２】
　リストＬ０およびリストＬ１のどちらかが変更リストとなることになるかどうかを示す
データを読み込むステップ
　をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　リストＬ０を変更リストとしない場合、リストＬ０を生成する前記ステップは、第１の
指定された数のエントリまでRefPicSetCurrTempList0から順にエントリを取り出すステッ
プを含み、
　リストＬ１を変更リストとしない場合、リストＬ１を生成する前記ステップは、第２の
指定された数のエントリまでRefPicSetCurrTempList1から順にエントリを取り出すステッ
プを含むこと
　を特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　構文要素ref_pic_list_modification_flag_l0を読み込むことによって、リストＬ０が
変更リストとなることになるかどうかを決定するステップと、
　構文要素ref_pic_list_modification_flag_l1を読み込むことによって、リストＬ１が
変更リストとなることになるかどうかを決定するステップと
　をさらに備えることを特徴とする請求項２または３に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１のインデックスおよび前記第２のインデックスは、ゼロから前記ＤＰＢ内のピ
クチャ数までの範囲であることを特徴とする請求項１乃至４いずれかに記載の方法。
【請求項６】
　前記第１のインデックスおよび前記第２のインデックスは、構文要素ref_pic_set_idx
によって各々規定されることを特徴とする請求項１乃至５いずれかに記載の方法。
【請求項７】
　構文要素ref_pic_list_modification_flag_l1を読み込むステップをさらに備え、
　ref_pic_list_modification_flag_l1は、Ｌ１を指定するのに使用する前記構文要素ref
_pic_set_idxが存在することを示す第１の値と等しく、および、
　ref_pic_list_modification_flag_l1は、Ｌ１を指定するのに使用する前記構文要素ref
_pic_set_idxが存在しないことを示す第２の値に等しいこと
　を特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　構文要素ref_pic_list_modification_flag_l0を読み込むステップをさらに備え、
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　ref_pic_list_modification_flag_l0は、Ｌ０を指定するのに使用する前記構文要素ref
_pic_set_idxが存在することを示す第１の値に等しく、および、
　ref_pic_list_modification_flag_l0は、Ｌ０を指定するのに使用する前記構文要素ref
_pic_set_idxが存在しないことを示す第２の値に等しいこと
　を特徴とする請求項６または７に記載の方法。
【請求項９】
　構文要素ref_pic_list_modification_flag_l1を読み込むステップをさらに備え、
　ref_pic_list_modification_flag_l1は、Ｌ１を指定するのに使用する前記構文要素ref
_pic_set_idxが存在することを示す第１の値に等しく、および、
　ref_pic_list_modification_flag_l1は、Ｌ１を指定するのに使用する前記構文要素ref
_pic_set_idxが存在しないことを示す第２の値に等しいこと
　を特徴とする請求項６乃至８いずれかに記載の方法。
【請求項１０】
　RefPicSetCurrTempList0に関連してref_pic_set_idxが存在しない場合、前記第１のイ
ンデックスはゼロに設定され、
　RefPicSetCurrTempList1に関連して前記第２のインデックスが存在しない場合、前記第
２のインデックスはゼロに設定されること
　を特徴とする請求項１乃至９いずれかに記載の方法。
【請求項１１】
　RefPicSetCurrTempList0に関連してref_pic_set_idxが存在しない場合、前記第１のイ
ンデックスはゼロに設定され、
　RefPicSetCurrTempList1に関連して前記第２のインデックスが存在しない場合、前記第
２のインデックスはゼロに設定されること
　を特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項１２】
　映像データ内の予測されたピクチャを復号するのに使用するための第１の参照ピクチャ
リストおよび第２の参照ピクチャリストを生成する方法であって、前記方法は、
　復号ピクチャバッファ（ＤＰＢ）から参照ピクチャの第１の一時的順序付けリストを生
成するステップであって、当該第１の一時的順序付けリストは、前記ＤＰＢの中における
現在復号されているピクチャよりも時間的に前のいずれの参照ピクチャも、前記現在復号
されているピクチャからの時間的距離に従って順に列記され、
　　次いで前記ＤＰＢの中における前記現在復号されているピクチャよりも時間的に後の
いずれの参照ピクチャも、前記現在復号されているピクチャからの時間的距離に従って順
に列記され、
　　次いで前記ＤＰＢの中におけるいずれの長期参照ピクチャも、前記ＤＰＢに格納され
ている順序で列記されるように順序付けられる、ステップと、
　前記ＤＰＢから参照ピクチャの第２の一時的順序付けリストを生成するステップであっ
て、当該第２の一時的順序付けリストは、前記ＤＰＢの中における前記現在復号されてい
るピクチャよりも時間的に後のいずれの参照ピクチャも、前記現在復号されているピクチ
ャからの時間的距離に従って順に列記され、
　　次いで前記ＤＰＢの中における前記現在復号されているピクチャよりも時間的に前の
いずれの参照ピクチャも、前記現在復号されているピクチャからの時間的距離に従って順
に列記され、
　　次いで前記ＤＰＢの中におけるいずれの長期参照ピクチャも、前記ＤＰＢに格納され
ている順序で列記されるように順序付けられる、ステップと、
　参照ピクチャの前記第１の一時的順序付けリストおよび前記第２の一時的順序付けリス
トからそれぞれ参照ピクチャを選択することにより第１の参照ピクチャリストおよび第２
の参照ピクチャリストの少なくとも一方を生成するステップと
　を備え、
　前記第１の参照ピクチャリストが変更リストとなることになる場合は、前記第１の参照
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ピクチャリストを生成する前記ステップは、前記第１の参照ピクチャリストの中のエント
リにおいて列記されることになる参照ピクチャ各々に対して、参照ピクチャの前記第１の
一時的順序付けリストへの第１のインデックスを受信すること、および、前記第１の参照
ピクチャリストの中の前記エントリにおいて、前記第１のインデックスによって特定され
る参照ピクチャの前記第１の一時的順序付けリスト内における前記参照ピクチャを列記す
ることを含み、
　前記第２の参照ピクチャリストが変更リストとなることになる場合は、前記第２の参照
ピクチャリストを生成する前記ステップは、前記第２の参照ピクチャリストの中のエント
リにおいて列記されることになる参照ピクチャ各々に対して、参照ピクチャの前記第２の
一時的順序付けリストへの第２のインデックスを受信すること、および、前記第２の参照
ピクチャリストの中の前記エントリにおいて、前記第２のインデックスによって特定され
る参照ピクチャの前記第２の一時的順序付けリスト内における前記参照ピクチャを列記す
ることを含むこと
　を特徴とする方法。
【請求項１３】
　前記第１の参照ピクチャリストおよび前記第２の参照ピクチャリストが変更リストとな
ることになるかどうかを示しているデータを読み込むステップ
　をさらに備えることを特徴とする請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記第１の参照ピクチャリストを変更リストとしない場合、前記第１の参照ピクチャリ
ストを生成するステップは、第１の指定された数のエントリまで前記第１の一時的順序付
けリストから順にエントリを取り出すステップを含み、
　前記第２の参照ピクチャリストを変更リストとしない場合、前記第２の参照ピクチャリ
ストを生成するステップは、第２の指定された数のエントリまで前記第２の一時的順序付
けリストから順にエントリを取り出すステップを含むこと
　を特徴とする請求項１２に記載の方法。　
【請求項１５】
　第１の参照ピクチャリスト変更フラグを読み込むことによって、前記第１の参照ピクチ
ャリストが変更リストとなることになるかどうかを決定するステップと、
　第２の参照ピクチャリスト変更フラグを読み込むことによって、前記第２の参照ピクチ
ャリストが変更リストとなることになるかどうかを決定するステップと
　をさらに備えることを特徴とする請求項１３に記載の方法。
【請求項１６】
　前記第１のインデックスおよび前記第２のインデックスは、ゼロから前記ＤＰＢ内のピ
クチャ数までの範囲であることを特徴とする請求項１３に記載の方法。
【請求項１７】
　前記第１のインデックスを規定する第１のインデックスインジケータを読み取るステッ
プと、
　前記第２のインデックスを規定する第２のインデックスインジケータを読み取るステッ
プと
　をさらに備えることを特徴とする請求項１３に記載の方法。
【請求項１８】
　第１の参照ピクチャリスト変更フラグを読み込むステップであって、前記第１の参照ピ
クチャリスト変更フラグは、前記第１の参照ピクチャリストを指定するのに使用する前記
第１のインデックスインジケータが存在することを示す第１の値と等しく、および、前記
第１の参照ピクチャリスト変更フラグは、前記第１の参照ピクチャリストを指定するのに
使用する前記第１のインデックスインジケータが存在しないことを示す第２の値に等しい
、ステップ
　をさらに備えること特徴とする請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
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　第２の参照ピクチャリスト変更フラグを読み込むステップであって、前記第２の参照ピ
クチャリスト変更フラグは、前記第２の参照ピクチャリストを指定するのに使用する前記
第２のインデックスインジケータが存在することを示す第１の値と等しく、および、前記
第２の参照ピクチャリスト変更フラグは、前記第２の参照ピクチャリストを指定するのに
使用する前記第２のインデックスインジケータが存在しないことを示す第２の値に等しい
、ステップ
　をさらに備えること特徴とする請求項１７に記載の方法。
【請求項２０】
　第１の参照ピクチャリスト変更フラグを読み込むステップであって、前記第１の参照ピ
クチャリスト変更フラグは、前記第１の参照ピクチャリストを指定するのに使用する前記
第１のインデックスインジケータが存在することを示す第１の値と等しく、および、前記
第１の参照ピクチャリスト変更フラグは、前記第１の参照ピクチャリストを指定するのに
使用する前記第１のインデックスインジケータが存在しないことを示す第２の値に等しい
、ステップ
　をさらに備えることを特徴とする請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　前記第１のインデックスインジケータが存在しない場合、前記第１のインデックスは０
に設定され、前記第２のインデックスインジケータが存在しない場合、前記第２のインデ
ックスは０に設定されることを特徴とする請求項２０に記載の方法。
【請求項２２】
　前記第１のインデックスインジケータが存在しない場合、前記第１のインデックスは０
に設定され、前記第２のインデックスインジケータが存在しない場合、前記第２のインデ
ックスは０に設定されることを特徴とする請求項１７に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　デジタル映像信号を圧縮してその信号の記憶必要量および／または伝送帯域幅を低減す
るために映像符号化システムが広く使用されている。ブロック方式、ウェーブレット方式
、およびオブジェクト方式のシステムなどの各種の映像符号化システムの中でも、現在は
ブロック方式のハイブリッド映像符号化システムが最も広く使用され、運用されている。
ブロック方式の映像符号化システムの例は、ＭＰＥＧ１／２／４　ｐａｒｔ２、Ｈ．２６
４／ＭＰＥＧ－４　ｐａｒｔ　１０　ＡＶＣ（非特許文献１、３）、およびＶＣ－１（非
特許文献２）標準などの国際的な映像符号化標準を含む。
【０００２】
　図１は、汎用的なブロック方式のハイブリッド映像符号化システムのブロック図である
。入力映像信号１０２はブロック単位で処理される。既存のどの映像符号化標準でも映像
ブロック単位は１６×１６画素からなり、そのようなブロック単位は一般に「マクロブロ
ック」または「ＭＢ」と呼ばれる。現在、ＩＴＵ－Ｔ／ＳＧ１６／Ｑ．６／ＶＣＥＧおよ
びＩＳＯ／ＩＥＣ／ＭＰＥＧのＪＣＴ－ＶＣ（Joint Collaborative Team on Video Codi
ng）が、高効率映像符号化（High Efficiency Video Coding）または「ＨＥＶＣ」（非特
許文献４）と呼ばれる次世代の映像符号化標準を開発中である。ＨＥＶＣでは、拡張され
たブロックサイズ（「符号化単位」または「ＣＵ」と呼ばれる）を使用して、高解像度（
１０８０ｐ以上）の映像信号を効率的に圧縮する。ＨＥＶＣでは、ＣＵは最大で６４×６
４画素とすることができる。ＣＵはさらに予測単位またはＰＵに分割することができ、Ｐ
Ｕに個別の予測方法が適用される。入力された映像ブロック（ＭＢまたはＣＵ）ごとに、
空間予測（１６０）および／または時間予測（１６２）を行うことができる。空間予測（
または「イントラ予測」）では、同じ映像ピクチャ／スライス中の既に符号化された隣接
ブロックの画素を使用して現在の映像ブロックを予測する。空間予測は、映像信号に固有
の空間的な冗長性を低減する。時間予測（「インター予測」または「動き補償予測」とも
呼ばれる）は、既に符号化された映像ピクチャ（一般に「参照ピクチャ」と呼ばれる）の
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画素を使用して現在の映像ブロックを予測する。時間予測は、映像信号に固有の時間的な
冗長性を低減する。所与の映像ブロックについての時間予測信号は、通常、現在のブロッ
クと参照ピクチャ内のその予測ブロックとの間の動きの量および方向を示す１または複数
の動きベクトルによってシグナリングされる。また、複数の参照ピクチャがサポートされ
る場合（Ｈ．２６４／ＡＶＣまたはＨＥＶＣなど近年の映像符号化標準の場合など）には
、映像ブロックごとに、その参照ピクチャのインデックスも併せて送信される。参照ピク
チャのインデックスは、再構築しようとする現在の映像ブロックの予測を生成するために
、時間予測信号を取得すべき参照ピクチャストア（１６４）（「復号ピクチャバッファ」
または「ＤＰＢ」とも呼ぶ）内の参照ピクチャを特定する。空間予測および／または時間
予測の後、エンコーダのモード決定ブロック（１８０）が、例えば伝送レート－歪み最適
化の方法に基づいて最良の予測モードを選択する。そして現在の映像ブロックから予測ブ
ロックが差し引かれ（１１６）、予測残余が変換され（１０４）、量子化される（１０６
）。量子化された残余係数が逆量子化（１１０）および逆変換（１１２）されて、再構築
された残余を形成し、それが予測ブロック（１２６）に入れられて再構築された映像ブロ
ックを形成する。さらに、デブロッキングフィルタ、サンプル適応オフセット、および適
合ループフィルタなどのインループフィルタリングが再構築された映像ブロックに適用（
１６６）されてから、再構築された映像ブロックが参照ピクチャストア（１６４）に入れ
られ、将来の映像ブロックを符号化するために使用される。出力映像ビットストリーム１
２０を形成するために、符号化モード（インターまたはイントラ）、予測モード情報、動
き情報、および量子化された残余係数が全てエントロピー符号化部（１０８）に送られて
、さらに圧縮されパックされてビットストリームを形成する。
【０００３】
　図２は、ブロック方式の映像デコーダの概略ブロック図である。映像ビットストリーム
２０２はまず展開（unpack）され、エントロピー復号部２０８でエントロピー復号される
。符号化モードおよび予測情報は空間予測部２６０（イントラ符号化の場合）か、または
時間予測部２６２（インター符号化の場合）のどちらかに送られて、予測ブロックを形成
する。インター符号化の場合、予測情報は、予測ブロックのサイズ、１または複数の動き
ベクトル（動きの方向および量を示す）、および１または複数の参照インデックス（予測
信号を取得すべき参照ピクチャを示す）を含む。そして、動き補償予測が時間予測部２６
２で適用されて時間予測ブロックを形成する。残余変換係数は、逆量子化部２１０および
逆変換部２１２に送られて、残余ブロックを再構築する。そして２２６で予測ブロックと
残余ブロックが共に足し合わされる。再構築されたブロックは参照ピクチャストア２６４
に格納される前に、さらにインループフィルタリングをかけてもよい。参照ピクチャスト
ア内の再構築された映像は、その後送出されて表示装置を駆動すると共に、将来の映像ブ
ロックの予測に使用される。
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aft 9 of High-Efficiency Video Coding.Document no JCTVC-K1103,October 2012
【発明の概要】
【０００５】
　本明細書には、時間予測（図１のブロック１６２および図２のブロック２６２を参照さ
れたい）に使用される参照ピクチャのシグナリングを改善するための柔軟性をもたらす方
法およびシステムが記載される。詳細には、ＷＤ５（HEVC Working Draft 5）（非特許文
献４、５）の種々の参照ピクチャリストのためのシグナリング方式および構築処理が改善
される。
【０００６】
　一実施形態によれば、映像データ内の予測されたピクチャを復号するための参照ピクチ
ャリストＬ０およびＬ１を生成する方法は、復号ピクチャバッファ（ＤＰＢ）から参照ピ
クチャの第１の順序付けリストを生成するステップであって、前記リストは、現在のピク
チャよりも時間的に前の参照ピクチャが前記ＤＰＢにある場合は、それらの参照ピクチャ
が前記現在のピクチャからの時間的距離に従って順に列記され、前記現在のピクチャより
も時間的に後の参照ピクチャが前記ＤＰＢにある場合はそれらの参照ピクチャが前記現在
のピクチャからの時間的距離に従って順に列記され、長期参照ピクチャが前記ＤＰＢにあ
る場合はそれらの参照ピクチャが前記ＤＰＢに格納されている順序で列記されるように順
序付けられる、ステップと、前記ＤＰＢから参照ピクチャの第２の順序付けリストを生成
するステップであって、前記リストは、前記ＤＰＢに前記現在のピクチャよりも時間的に
後の参照ピクチャがある場合はそれらの参照ピクチャが前記現在のピクチャからの時間的
距離に従って最初に順に列記され、前記現在のピクチャよりも時間的に後の参照ピクチャ
が前記ＤＰＢにある場合はそれらの参照ピクチャが前記現在のピクチャからの時間的距離
に従って順に列記され、長期参照ピクチャが前記ＤＰＢにある場合はそれらの参照ピクチ
ャが前記ＤＰＢに格納されている順序で列記されるように順序付けられる、ステップと、
第１の順序付けリストおよび第２の順序付けリストからそれぞれ参照ピクチャを選択する
ことによりリストＬ０およびＬ１の少なくとも一方を生成するステップとを含む。
【０００７】
　別の実施形態によれば、ＰまたはＢスライスヘッダを復号するために参照ピクチャリス
トのデコーダを初期化する方法は、
　　　cIdx=0
　　　NumRpsCurrTempList=NumRpsStCurr0+NumRpsStCurr1+NumRpsLtCurr
　　　for(i=0;i<NumRpsStCurr0;cIdx++,i++)
　　　   RefPicSetCurrTempList0[cIdx]=RefPicSetStCurr0[i]
　　　for(i=0;i<NumRpsStCurr1;cIdx++,i++)
　　　   RefPicSetCurrTempList0[cIdx]=RefPicSetStCurr1[i]
　　　for(i=0;i<NumRpsLtCurr;cIdx++,i++)
　　　   RefPicSetCurrTempList0[cIdx]=RefPicSetLtCurr[i]
により第１の一時リストRefPicSetCurrTempList0を構築するステップを含む。
【０００８】
　さらに別の実施形態によれば、複数の参照ピクチャリストの変更をシグナリングする方
法は、統一されたシグナリング構文を使用して複数の参照ピクチャリストの変更をシグナ
リングするステップを含む。
【０００９】
　もう一つの実施形態によれば、方法は、参照ピクチャリスト内のエントリの数を求める
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ステップと、前記参照ピクチャリスト内のエントリを特定する値を含むメッセージを生成
するステップであって、前記値は、前記参照ピクチャリスト内のエントリの数が２つの場
合は１ビットで表され、前記値は、参照ピクチャリスト内のエントリの数が３つ以上の場
合は複数ビットで表され、参照ピクチャリスト内のエントリの数が１つの場合は前記メッ
セージは前記値を省略する、ステップとを含む。
【００１０】
　もう一つの実施形態によれば、第１の参照ピクチャのリストＬ０および第２の参照ピク
チャのリストＬ１から、Ｂスライスの復号に使用される参照ピクチャの結合リストＬＣを
作成する方法は、Ｌ０が２つ以上のエントリを含んでいるかどうかを判定するステップと
、Ｌ１が２つ以上のエントリを含んでいるかどうかを判定するステップと、Ｌ０またはＬ
１のいずれかが２つ以上のエントリを含んでいる場合、構文要素ref_idx_list_currを使
用して、ＬＣに追加すべき、Ｌ０およびＬ１の少なくとも一方のエントリを示すステップ
と、Ｌ０が１つのみのエントリを含んでいる場合、ref_idx_list_currを０に設定するス
テップと、Ｌ１が１つのみのエントリを含んでいる場合、ref_idx_list_currを０に設定
するステップと、ref_idx_list_currの値を使用してＬＣを作成するステップとを含む。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
　添付図面と共に例として与えられる以下の説明から詳細な理解を得ることができる。
【図１】本発明の実施形態を組み込むことが可能なブロック単位のハイブリッド映像符号
化方式のブロック図である。
【図２】本発明の実施形態を組み込むことが可能なブロック単位の映像復号方式のブロッ
ク図である。
【図３】従来技術に係る、複数の参照ピクチャを保持している参照ピクチャストアからの
時間単方向予測を示す図である。
【図４】従来技術に係る複数の参照ピクチャを使用した時間双方向予測を示す図である。
【図５】従来技術に係る結合された参照ピクチャリストを構築する処理のフローチャート
である。
【図６】図５との関連で記載される処理により結合された参照ピクチャリストを構築する
処理の一例を示す図である。
【図７】従来技術に係る結合された参照ピクチャリストを構築するための変更を加えた処
理の例を示す図である。
【図８】Ｌ０を例として使用した、従来技術に係るＬ０およびＬ１の参照ピクチャリスト
変更のフローチャートである。
【図９】図８との関連で記載した処理によるＬ０に対するref_pic_list_modification処
理の一例を示す図である。
【図１０】本発明の実施形態による、Ｌ０を例として使用した参照ピクチャリスト変更の
フローチャートである。
【図１１】本発明の一実施形態の原理による、図９と同じ例についてのref_pic_list_mod
ification処理の図である。
【図１２Ａ】１または複数の開示される実施形態を実施することが可能な通信システム例
のシステム図である。
【図１２Ｂ】図１２Ａに示す通信システム内で使用することが可能な無線送受信ユニット
（ＷＴＲＵ）の例のシステム図である。
【図１２Ｃ】図１２Ａに示す通信システム内で使用することが可能な例示的無線アクセス
ネットワークおよび例示的コアネットワークのシステム図である。
【図１２Ｄ】図１２Ａに示す通信システム内で使用することが可能な例示的無線アクセス
ネットワークおよび例示的コアネットワークのシステム図である。
【図１２Ｅ】図１２Ａに示す通信システム内で使用することが可能な例示的無線アクセス
ネットワークおよび例示的コアネットワークのシステム図である。
【発明を実施するための形態】
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【００１２】
　本明細書で使用される場合、用語「時間予測」、「動き予測」、「動き補償予測」、お
よび「インター予測」は同義で使用され、用語「参照ピクチャストア」、「復号ピクチャ
バッファ」、および「ＤＰＢ」は同義で使用される。
【００１３】
　Ｈ．２６４およびＨＥＶＣ　ＷＤ　５で採用された既知の技術によると、単方向予測技
術または双方向予測技術を使用して映像ブロックの時間予測が行われることができる。そ
のような技術で予測を行うために、参照ピクチャリストがシグナリングされ、構築される
。単方向予測の場合は、現在のピクチャのブロックが予測される参照ピクチャのリストは
１つあればよい。双方向予測の場合は、Ｌ０およびＬ１の２つのリストがあり、各リスト
から１つの参照ピクチャが選択されて、現在のピクチャのブロックの予測を形成する。さ
らに、双方向予測技術の提案がなされており（ただし執筆の時点では最新のＨＥＶＣ　Ｗ
Ｄ９（非特許文献９）にはもう取り入れられていない）、これは、最初の２つのリストＬ
０とＬ１を組み合わせたものであり第３のリストを使用するものであり、このリストを本
明細書では「リストＬＣ」と称する。本明細書に記載されるのは、全ての参照ピクチャリ
ストＬ０、Ｌ１および／またはＬＣの変更の構文をシグナリングするための効率的で統一
された技術、並びに結合された参照ピクチャリストＬＣをシグナリングする技術の方法お
よびシステムである。
【００１４】
　図３は、インター予測処理部（例えば図１のブロック１６２）によって行われることが
できる単一の参照ピクチャリスト３０１による単方向予測を図式的に説明する図である。
単方向予測技術によると、参照ピクチャリスト３０１は、隣接する既に符号化された映像
フレームにある映像ブロック、例えばブロック３０４へのリンクを含むことにより現在の
映像ブロックを予測し、従って、時間の相関関係を活用し、映像信号に固有の時間的な冗
長性を解消することができる。そのような既に符号化された映像フレームは、復号ピクチ
ャバッファ（ＤＰＢ、例えば図１の参照ピクチャストア１６４）に格納される。Ｈ．２６
４／ＡＶＣおよびＨＥＶＣ　ＷＤ５では、２つ以上の参照ピクチャを使用することができ
る。図３では、ｒｅｆｎ（ｎ＝０．．．Ｎ－１）と表記するＮ個の参照ピクチャ３０３の
リストを使用して現在のピクチャ３０５の映像ブロック３０７を予測することができる。
（ｍｖｘ，ｍｖｙ）の動きベクトルで現在のブロック３０７を予測する基準としてｒｅｆ
ｍが選択されるものとする。時間予測は次のように行われる。　
　　　Ｐ（ｘ，ｙ）＝ｒｅｆｍ（ｘ－ｍｖｘ，ｙ－ｍｖｙ）　　　式（１）
ｒｅｆｍ（ｘ，ｙ）は、参照ピクチャｒｅｆｍ内の位置（ｘ，ｙ）における画素値であり
、Ｐ（ｘ，ｙ）が予測されるブロックである。既存の映像符号化システムは、端数のある
画素精度のインター予測に対応することができる（非特許文献１、２、４）。動きベクト
ル（ｍｖｘ，ｍｖｙ）が端数のある画素値を有する場合は、補間フィルタが適用されて端
数のある画素位置における画素値を得る。
【００１５】
　式（１）で、時間予測は１つのソース（即ち、ｒｅｆｎ）から得られ、これは一般に単
方向予測と呼ばれる。そのピクチャまたはスライスの中にある全てのブロックが単方向予
測を使用して予測されるピクチャまたはスライス（映像ブロックの群）を通例Ｐピクチャ
またはＰスライスと呼ぶ。
【００１６】
　時間予測の精度を向上するために、より新しいブロック方式の映像符号化システムは多
仮説（multi-hypothesis）予測にも対応しており、この予測では異なる参照ピクチャから
の複数の予測信号を合成して予測信号が形成される。通常使用される形態の多仮説予測は
双方向予測と呼ばれ、各々が異なる参照ピクチャリストのピクチャから得られる２つの予
測信号が組み合わせられて現在のブロックの予測を形成する。図４は双方向予測の説明を
助ける図である。詳細には、２つの参照ピクチャリスト、リスト０　４０１およびリスト
１　４０３を使用して現在のピクチャの映像ブロックを予測する。リスト０は合計Ｎ０個
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のピクチャ４０４を含み、リスト１は合計Ｎ１個のピクチャ４０４を含んでいる。図４で
、動きベクトル（ｍｖｘ０，ｍｖｙ０）を持つリスト０　４０１のｒｅｆｍ０と、動きベ
クトル（ｍｖｘ１，ｍｖｙ１）を持つリスト１　４０３のｒｅｆｍ１が選択されて、式（
２）のように現在のピクチャ４１２の予測ブロック４１０の双方向予測を形成する。
【００１７】
【数１】

【００１８】
　ここで、Ｐ０（ｘ，ｙ）およびＰ１（ｘ，ｙ）はそれぞれ第１および第２の予測ブロッ
ク４０７および４０８である。ピクチャまたはスライスは、通例、そのピクチャまたはス
ライス中のブロックの少なくとも一部が双方向予測を使用して予測される（その他のブロ
ックは単方向予測を使用して予測することができる）場合にＢピクチャまたはＢスライス
と呼ばれる。双方向予測は、ＭＰＥＧ２／４、ＶＣ１、Ｈ．２６４、およびＨＥＶＣなど
、近年の映像符号化標準の全てでサポートされている。
【００１９】
　予測の後、第１の加算器（図１の１１６参照）で予測ブロックＰ（ｘ，ｙ）が元の映像
ブロックから差し引かれて予測残余ブロックを形成する。予測残余ブロックは、変換部１
０４で変換され、量子化部１０６で量子化される。そして、量子化された残余変換係数ブ
ロックはエントロピー符号化部１０８に送られてエントロピー符号化され、それによりさ
らにビットレートを減らす。次いで、エントロピー符号化された残余係数がパックされて
、出力映像ビットストリーム１２０の一部を形成する。
【００２０】
　Ｐピクチャ／スライスの参照ピクチャリストの構造は、全てのブロックが単方向予測を
使用して予測され、即ち、１つの参照ピクチャリストで済むため、比較的単純である。一
方、Ｂピクチャ／スライスでは、一部のブロックは双方向予測を使用して予測され、他の
ブロックは単方向予測を使用して予測される場合がある。ＨＥＶＣでは、双方向予測のた
めの参照ピクチャリスト、即ち、図４のリスト０（またはＬ０）４０１およびリスト１（
またはＬ１）４０３はＨ．２６４／ＡＶＣと同じである。ただし、ＨＥＶＣは、単方向予
測のための参照ピクチャリストをＢピクチャ／スライスについて形成する方法がＨ．２６
４／ＡＶＣと異なる。Ｈ．２６４／ＡＶＣでは、Ｂピクチャ／スライスの映像ブロックに
対する単方向予測は、まず、予測がＬ０から行われるか、またはＬ１から行われるかを示
し、次いでその特定のリストのｒｅｆ＿ｉｄｘを示す必要がある。ＨＥＶＣでは、第４回
のＪＣＴ－ＶＣの会合で、結合参照ピクチャリストの概念が提示された（非特許文献８）
。本開示で「ＬＣ」と呼ぶ結合リストは、Ｌ０とＬ１を共に組み合わせることによって形
成され、ＬＣは、Ｂピクチャ／スライス内で単方向予測を使用して予測される全てのブロ
ックのための唯一の参照ピクチャリストの役割を果たす。
【００２１】
　現在ＨＥＶＣでは、デフォルトで、結合リストＬＣは、Ｌ０およびＬ１から重複しない
ピクチャを交互に取り出すことによって形成され、それにより結合リストの冗長性が最小
になることを保証している。デフォルトの結合リスト生成のフローチャートを図５に示す
。詳細には、それぞれリストＬ０、Ｌ１およびＬＣを指すインデックスｉ、ｊおよびｋが
５０１で初期化されると共に、２つのリストＬ０およびＬ１も初期化される。判定ブロッ
ク５０３で、Ｌ０の全ての参照ピクチャが検査済みであるかどうかが判定される。全てが
検査済みではない場合は、判定ブロック５０５に進み、Ｌ０のインデックスｉの参照ピク
チャが既に結合リストＬＣにあるかどうかが判定される。まだ結合リストＬＣにない場合
は、リストＬＣに追加され、結合リストＬＣのインデックスが増分される（５０７）。イ
ンデックスｉも増分される（５０９）。一方、Ｌ０のインデックスｉの参照ピクチャが既
に結合リストＬＣにある場合は、５０５から直接５０９に進む。次いで、リストＬ１のイ
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定ブロック５１１で、Ｌ１内の全ての参照ピクチャが検査済みであるかどうかが判定され
る。全てが検査済みではない場合は、判定ブロック５１３に進み、Ｌ１のインデックスｊ
にある参照ピクチャが既に結合リストＬＣにあるかどうかが判定される。まだリストＬＣ
にない場合は追加され、ＬＣのインデックスが増分される（５１５）。Ｌ１のインデック
スｊも増分される（５１７）。一方、Ｌ１のインデックスｊの参照ピクチャが既にＬＣに
ある場合は、５１３から直接５１７に進む。判定ブロック５１９で理解されるように、こ
の処理は、２つのリストの末尾に達するまで、リストＬ０とＬ１それぞれの次の参照ピク
チャを交互に検査することにより繰り返される。
【００２２】
　図５のフローチャートで説明する処理で作成される結合リストＬＣの一例を図６に示す
。この例では、符号化対象の現在のピクチャは時間的に参照ピクチャ２と４の間にある。
また、Ｌ０は参照ピクチャＲｅｆ２、Ｒｅｆ１およびＲｅｆ４をこの順序で含み、Ｌ１は
参照ピクチャＲｅｆ４、Ｒｅｆ５およびＲｅｆ２をこの順序で含んでいる。図５の流れに
従い、図６の例は、それぞれＬ０およびＬ１の３つの参照ピクチャ各々が既にＬＣにある
かどうかを交互に調べ、それまでに存在していない参照ピクチャを全てＬＣに追加するこ
とによって結合リストＬＣを形成する。その結果、図６の例では、Ｌ０の最初の参照ピク
チャ（Ｒｅｆ２）、Ｌ１の最初の参照ピクチャ（Ｒｅｆ４）、Ｌ０の２番目の参照ピクチ
ャ（Ｒｅｆ１）、Ｌ１の２番目の参照ピクチャ（Ｒｅｆ５）を順にＬＣに追加することに
より４つの参照ピクチャを含む結合リストＬＣを形成する。Ｌ０の３番目の参照ピクチャ
（Ｒｅｆ４）は、Ｌ１の最初の参照ピクチャと同じピクチャであるために既にＬＣに追加
されているので飛ばし、Ｌ１の３番目の参照ピクチャ（Ｒｅｆ２）は、Ｌ０の最初の参照
ピクチャと同じピクチャであるために既にＬＣに追加されているので飛ばす。
【００２３】
　図６の各リストＬ０、Ｌ１およびＬＣにおける参照ピクチャの符号化の順序は、参照ピ
クチャＲｅｆ４およびＲｅｆ５（表示の順序では後になる）が現在のピクチャより前に符
号化されるため、表示の順序とは異なることに留意されたい。リストＬ０とＬ１を往復す
ることによってＬＣを構築するこのデフォルトの処理では、ＬＣの各エントリが符号化映
像列中で重複しないピクチャを表し、従って冗長性を最小にすることを保証する。
【００２４】
　このデフォルトの処理は参照ピクチャの並べ替え（即ち、デフォルトのリストサイズと
異なるリストサイズにすること、リストのエントリをデフォルトの処理と異なる順序にす
ること、リスト中で一部エントリを繰り返すこと、および／またはリストから一部のエン
トリを削除すること等）には対応しないので、ＨＥＶＣ　ＷＤ５では追加的な構文要素が
使用されて（下記の表１参照）、結合リストＬＣの変更処理に対応する。図７は結合リス
ト変更の２つの例を示し、第１の例は並べ替えたＬＣを示し、第２の例は、エントリが繰
り返され、デフォルトのＬＣサイズ（４エントリ）と異なる変更後のＬＣサイズ（３エン
トリ）を有するＬＣを示す。ＨＥＶＣ　ＷＤ５では、結合参照ピクチャリストＬＣは、表
１の構文表を使用してシグナリングされる。
【００２５】
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【表１】

【００２６】
　参照ピクチャリスト組合せの意味は以下の通りである。　
　ref_pic_list_combination_flagが１に等しい場合は、参照ピクチャリスト０と参照ピ
クチャリスト１が組み合わせられて、単方向予測対象のブロックまたは他の予測単位に使
用する追加的な結合参照ピクチャリストを生成することを意味する。このフラグが０に等
しいときは、参照ピクチャリスト０と参照ピクチャリスト１が全く同じであり、従って参
照ピクチャリスト０を結合参照ピクチャリストとして使用できることを意味する。結合参
照ピクチャリストは、表１に定義されるループの開始時に空に設定される。　
　num_ref_idx_lc_active_minus1+1は、結合参照ピクチャリスト内で参照ピクチャリスト
０または参照ピクチャリスト１から選択される参照ピクチャの数を指定する。　
　ref_pic_list_modification_flag_lcが１に等しい場合は、結合参照ピクチャリストの
エントリと参照ピクチャリスト０および参照ピクチャリスト１のエントリとの対応付けを
指定するために構文要素pic_from_list_0_flagとref_idx_list_currが存在することを示
す。　
　ref_pic_list_modification_flag_lcが０に等しい場合は、それらの構文要素が存在し
ないことを示す。結合参照ピクチャリストは、ＨＥＶＣ　ＷＤ　５の下位条項8.2.2.4に
規定されるように初期化される。　
　pic_from_list_0_flagは、結合参照ピクチャリストに追加される現在の参照ピクチャが
参照ピクチャリスト０のピクチャであるか、参照ピクチャリスト１のピクチャであるかを
示す。このフラグが１に等しい場合、参照ピクチャリスト０のピクチャであり、CurrRefP
icListは参照ピクチャリスト０になる。このフラグが０に等しい場合は、参照ピクチャリ
スト１のピクチャであり、CurrRefPicListは参照ピクチャリスト１になる。　
　ref_idx_list_currは、参照ピクチャリストの結合の末尾に付加すべき、CurrRefPicLis
tにあるピクチャの参照インデックスを示す。
【００２７】
　参照ピクチャリストＬ０およびＬ１には変更を加えることができる。参照ピクチャリス
トＬ０およびＬ１の使用を柔軟にするために、デフォルトの構築処理と変更を加えた構築
処理もＨＥＶＣでサポートされる。Ｌ０およびＬ１についての現在の参照ピクチャリスト
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の構築および変更処理は、２０１１年１１月の第７回のＪＣＴ－ＶＣの会合で提示され（
非特許文献６、７）、ＨＥＶＣ　ＷＤ５に採用された（非特許文献４）。ＨＥＶＣ　ＷＤ
５におけるリスト０およびリスト１の参照ピクチャリスト変更の構文を下記の表２に示し
、図８にフローチャート形式で表す。
【００２８】
【表２】

【００２９】
　参照ピクチャリスト変更の意味は以下の通りである。
【００３０】
　構文要素list_modification_idcおよびref_pic_set_idxは、初期の参照ピクチャリスト
から、スライスの復号に使用される参照ピクチャリストへの変更を指定する。
【００３１】
　ref_pic_list_modification_flag_l0が１に等しい場合は、参照ピクチャリスト０を指
定する構文要素list_modification_idcが存在することを示し、ref_pic_list_modificati
on_flag_l0が０に等しい場合は、その構文要素が存在しないことを示す。ref_pic_list_m
odification_flag_l0が１に等しいとき、ref_pic_list_modification_fiag_l0の後にlist
_modification_idcが３に等しくない回数はnum_ref_idx_l0_active_minus1+1を超えては
ならない。
【００３２】
　ref_pic_list_modification_flag_l1が１に等しい場合は、参照ピクチャリスト１を指
定する構文要素list_modification_idcが存在することを示し、ref_pic_list_modificati



(14) JP 6480185 B2 2019.3.6

10

20

30

40

50

on_flag_l1が０に等しい場合はその構文要素が存在しないことを示す。ref_pic_list_mod
ification_flag_l1が１に等しい場合、ref_pic_list_modification_fiag_l1の後にlist_m
odification_idcが３に等しくない回数はnum_ref_idx_l1_active_minus1+1を超えてはな
らない。
【００３３】
　list_modification_idcは、ref_pic_set_idxと共に、どの参照ピクチャを対応付けし直
すかを指定する。list_modification_idcの値を表３に指定する。ref_pic_list_modifica
tion_flag_l0またはref_pic_list_modification_flag_l1の直後の最初のlist_modificati
on_idcの値は３に等しくあってはならない。
【００３４】
【表３】

【００３５】
　ref_pic_set_idxは、参照ピクチャリストの現在のインデックスで参照される参照ピク
チャのRefPicSetStCurr0、RefPicSetStCurr1、または、RefPicSetLtCurrのインデックス
を指定する。ref_pic_set_idxの値は、０以上max_num_ref_frames以下の範囲とする。
【００３６】
　図８は、一例としてＬ０を使用して、Ｌ０およびＬ１の参照ピクチャリストを変更する
処理のフローチャートを示す。参照ピクチャのセット（RefPicSetStCurr0、RefPicSetStC
urr1、およびRefPicSetLtCurr）の定義を含む、Ｌ０およびＬ１の詳細な変更処理は、Ｈ
ＥＶＣ　ＷＤ５（非特許文献４）および非特許文献６、７の作業草案部分で得ることがで
きる。以下に、図８の参照ピクチャセットを簡略的に定義する。　
　RefPicSetStCurr0：表示順序が早い、即ち、現在のピクチャよりも前の短期参照ピクチ
ャ（例えば図６のＲｅｆ１およびＲｅｆ２）
　RefPicSetStCurr1：表示順序が遅い、即ち、現在のピクチャよりも後の短期参照ピクチ
ャ（例えば図６のＲｅｆ４およびＲｅｆ５）
　RefPicSetLtCurr：長期参照ピクチャ（図６には図示せず）
【００３７】
　８０１で、リストＬ０のインデックスがゼロに初期化される。８０３で、ref_modifica
tion_idcが読み込まれる。ref_modification_idcは、０、１、２および３の４つの値を有
することができる。３の値は、それ以上変更が行われず、変更処理を終了してよいことを
意味する。（０、１または２の値を有するref_modification_idcでシグナリングされる所
期の変更を下記でステップ８１１、８１３および８１５との関係で説明する。）従って、
判定ステップ８０５で、ref_modification_idcが３に設定されている場合は、それ以上構
文を読み出さない。３以外の値である場合は、８０７でref_pic_set_idxが読み込まれる
。これは、ＤＰＢにある３つのピクチャセット（即ち、復号対象の現在のピクチャより「
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前」のピクチャのセット、「後」のピクチャセット、または長期のピクチャセット）の１
つを指すインデックスである。（下記で説明するように、３つのセットのうち特定の１つ
の選択がステップ８１１、８１３および８１５で行われる）。判定ステップ８０９で、re
f_modification_idcが０であるか、１であるか、または２であるかが判定される。０の場
合は、８１１で、リストＬ０への現在のインデックスであるＲｅｆＩｄｘＬ０にあるリス
トＬ０のエントリが、ＤＰＢ内で短期の時間的に前の参照ピクチャのセットの中の位置re
f_pic_set_idcにある、表示順序がより早い短期参照ピクチャ（即ち、RefPicSetStCurr0
）に設定される。そうではなく、１の場合は、８１３で、リストＬ０への現在のインデッ
クスであるＲｅｆＩｄｘＬ０にあるリストＬ０のエントリが、ＤＰＢ内で短期で時間的に
後の参照ピクチャのセット中の位置ref_pic_set_idcにある、符号化対象の現在のピクチ
ャよりも表示順序が遅い短期参照ピクチャ（即ち、RefPicSetStCurr1）に設定される。最
後に２の場合は、８１５で、リストＬ０への現在のインデックスであるＲｅｆＩｄｘＬ０
にあるリストＬ０のエントリが、ＤＰＢ内で長期参照ピクチャのセット中の位置ref_pic_
set_idcにある長期参照ピクチャ（即ち、RefPicSetLtCurr）に設定される。
【００３８】
　３つの場合のいずれでも次いで８１７に進み、リストＬ０内で今回変更されたエントリ
の後にあり、今回変更されたエントリと同じピクチャを参照するエントリが全てＬ０から
削除される。８１９で、リストＬ０のインデックスが増分され、８０３に戻る。この処理
は、ref_modification_idcが３の値になり、それ以上変更が行われないことを示すまで継
続する。
【００３９】
　再度Ｌ０を例として使用して、図９に、（１）短期の時間的に前の参照ピクチャセット
、即ち、RefPicSetStCurr0にある参照ピクチャＲｅｆ２およびＲｅｆ１（この順序）、お
よび（２）短期で時間的に後の参照ピクチャのセット、即ち、RefPicSetStCurr1にある参
照ピクチャＲｅｆ４およびＲｅｆ５（この順序）、を保持しているＤＰＢについて図８の
フローチャートで概説した参照ピクチャリスト変更処理の結果を示す。説明を簡潔にする
ために、かつ一般性を失うことなく、図９の例は、長期参照ピクチャの使用に関連するRe
fPicSetLtCurrは考慮せず、RefPicSetStCurr1およびRefPicSetStCurr1で示される短期参
照ピクチャの使用のみを考慮する。
【００４０】
　図９に示すように、デフォルトのリストＬ０は、参照ピクチャＲｅｆ２、Ｒｅｆ１、Ｒ
ｅｆ４およびＲｅｆ５から（この順序で）構成される。図９の例では、Ｌ０の最後のエン
トリの単純な変更が求められる。図８の処理では、変更が必要ない最初の３つのエントリ
を含むＬ０のエントリごとに１度ステップ８０３～８１９をループすることが必要となり
、また、エントリごとにref_modification_idcとref_pic_set_idxをシグナリングし、そ
の後さらに、処理が終了したことを、値が３の別のref_modification_idcをさらにシグナ
リングすることによってシグナリングすることが必要となる。従って、対象の変更リスト
Ｌ０に到達するために５ステップが使用される。最後のステップを除く各ステップで、２
つの構文要素（list_modification_idcおよびref_pic_set_idx）がシグナリングされ、追
加的な変数ＲｅｆＩｄｘが維持され、増分される。
【００４１】
　さらに、ＬＣの参照ピクチャリスト変更の処理（上記表１）とＬ０／Ｌ１の変更処理（
上記表２および３）を比較すると、ＨＥＶＣ　ＷＤ５におけるＬＣの変更処理はＬ０およ
びＬ１とは異なることに留意されたい。詳細には、ＬＣの変更処理の方が単純である。こ
れは、その特定のリスト中のエントリごとに２つの構文要素（list_modification_idcお
よびref_pic_set_idx）をシグナリングするのではなく、変更後のＬＣの各エントリが明
示的にシグナリングされるためである。
【００４２】
　これらのリスト変更処理を統合し、必要なシグナリングが低減されたより単純なＬ０お
よびＬ１のための変更処理を提供する方法が本明細書に記載される。
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【００４３】
　一実施形態では、参照ピクチャリストを結合する処理の効率を改善する方法が提供され
る。表４は、本発明の一実施形態による結合参照ピクチャリストを形成するための疑似コ
ードを示す。表１（結合リストＬＣを形成するＨＥＶＣ　ＷＤ５の方法の疑似コード）か
らの変更をアスタリスクで示す。
【００４４】
【表４】

【００４５】
　構文ref_idx_list_currは、Ｌ０（pic_from_list_0_flagが１の場合）、またはＬ１（p
ic_from_list_1_flagが０の場合）が２つ以上のエントリを含んでいるときにのみシグナ
リングされることに留意されたい。これは、対応するリスト（Ｌ０またはＬ１）が１つし
かエントリを含まない場合は何も送られる必要がないためである。従って、シグナリング
の量が低減される。
【００４６】
　また、ｕｅ（ｖ）を使用する代わりに、ｔｅ（ｖ）が、ref_idx_list_currをシグナリ
ングするより効率的な手段になる。これは、エントロピー符号化方法ｔｅ（ｖ）（Ｈ．２
６４（非特許文献１）の下位条項9.1）は、ｒｅｆ＿ｉｄｘのような構文要素を符号化す
るために特に設計されたものであるためである。Ｕｅ（ｖ）（指数ゴロム符号として知ら
れる）は、３ビットを使用して値１を送ることができる。一方、ｔｅ（ｖ）を使用して、
はじめにref_idx_list_currにある可能性のある値の数を判定し（Ｌ０およびＬ１を調べ
ることにより）、２つの値しかない場合は、１ビットを使用して構文要素が送られること
ができる。３つ以上の値がある場合はｕｅ（ｖ）を使用することができる。
【００４７】
　即ち、構文要素がｔｅ（ｖ）と符号化される場合は、構文要素の取り得る値の範囲をま
ず判定する。構文要素について取り得る値の範囲が０～１である場合は、１ビットのみを
使用して構文要素を符号化し、それによりシグナリングのオーバーヘッドを節減する。そ
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うでなく、構文要素の範囲が０～ｘの間である場合（ｘ＞１）は、ｕｅ（ｖ）を使用して
構文要素を符号化する。
【００４８】
　このように、本システムは、ref_idx_list_currの取り得る値に基づいて判定を行う。
構文要素ref_idx_list_currの取り得る値が１つのみの場合は、何も送信されない。これ
は、他の値に基づいてエンコーダとデコーダの双方でその値を判断できるためである。構
文要素ref_idx_list_currの取り得る値が２つある場合は、１ビットが送信される。そう
でなく、構文要素ref_idx_list_currの取り得る値が３つ以上ある場合は、ｕｅ（ｖ）を
使用してref_idx_list_currを符号化する。
【００４９】
　従って、ＨＥＶＣ　ＷＤ５と比べてシグナリングオーバーヘッドの節減が実現される。
【００５０】
　さらに他の実施形態では、Ｌ０およびＬ１を変更するために使用できる、単一の統一さ
れた参照ピクチャリスト変更処理が開示される。この実施形態によると、Ｌ０およびＬ１
の参照ピクチャリスト変更処理では、表５に示す構文を使用する。表２の疑似コード（即
ち、ＨＥＶＣ　ＷＤ５におけるリスト０およびリスト１の参照ピクチャリスト変更構文）
と比較した変更をアスタリスクで示す。
【００５１】
【表５】

【００５２】
　参照ピクチャリスト変更の意味は以下の通りである。　
　構文要素ref_pic_set_idxを使用して、初期の参照ピクチャリストから変更後の参照ピ
クチャリストへの変更を指定する。　
　ref_pic_list_modification_flag_l0が１に等しいときは、参照ピクチャリスト０を指
定するために構文要素ref_pic_set_idxが存在することを示す。　
　ref_pic_list_modification_flag_l0が０に等しいときは、この構文要素が存在しない
ことを示す。　
　ref_pic_list_modification_flag_l1が１に等しいときは、参照ピクチャリスト１を指
定する構文要素ref_pic_set_idxが存在することを示す。　
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　ref_pic_list_modification_flag_l1が０に等しいときは、この構文要素が存在しない
ことを示す。
【００５３】
　ref_pic_set_idxは、RefPicSetCurrTempListXのピクチャのインデックスを参照ピクチ
ャリストＬＸの現在の位置に配置することを指定する（Ｘは、リストＬ０に関連する場合
は０、リストＬ１に関連する場合は１になる）。構文ref_pic_set_idxは、リストＬＸ内
で０以上max_num_ref_frames－１以下の範囲でなければならない。構文要素ref_pic_set_
idxが存在しない場合は、０に設定される。
【００５４】
　この新たな処理は、事例によっては（実際には恐らくは大半の事例で）シグナリングを
大幅に減らす。簡単に述べると、表２の構文や図８のフローチャートのようにリストのエ
ントリごとに行う変更の種類および使用する参照ピクチャのＤＰＢのインデックスをシグ
ナリングする代わりに、本発明の処理は、ＤＰＢへのインデックスのみをシグナリングし
、リスト変更処理の終了を表す追加的な信号を必要としない。
【００５５】
　上記の表５に開示する処理では、Ｌ０および／またはＬ１各々の参照ピクチャの中間リ
ストRefPicSetCurrTempListXを使用し、Ｘは、どちらの被変更リストを検討するかに応じ
て０または１を表す。この方式では、参照ピクチャリストに対して修正された初期化処理
が提供される。この初期化処理は、ＰまたはＢスライスのヘッダを復号する際に呼び出さ
れる。ＰまたはＢスライスを復号する際には、RefPicSetStCurr0、RefPicSetStCurr1、ま
たはRefPicSetLtCurrに少なくとも１つの参照ピクチャがある可能性がある。
【００５６】
　以下の手順が行われてRefPicSetCurrTempList0を構築する。
cIdx=0
NumRpsCurrTempList=NumRpsStCurr0+NumRpsStCurr1+NumRpsLtCurr
for(i=0;i<NumRpsStCurr0;cIdx++,i++)
   RefPicSetCurrTempList0[cIdx]=RefPicSetStCurr0[i]
for(i=0;i<NumRpsStCurr1;cIdx++,i++)
   RefPicSetCurrTempList0[cIdx]=RefPicSetStCurr1[i]
for(i=0;i<NumRpsLtCurr;cIdx++,i++)
   RefPicSetCurrTempList0[cIdx]=RefPicSetLtCurr[i]
【００５７】
　ref_pic_list_modification_flag_l0が０の場合は、デフォルトのリストＬ０からの変
更は行われず、デフォルトのRefPicList0は、RefPicSetCurrTempList0から最初のnum_ref
_idx_l0_active_minus1＋１個のエントリを順に取り出すことによって構築される。一方
、ref_pic_list_modification_flag_l0が１の場合は、RefPicSetCurrTempList0およびnum
_ref_idx_l0_active_minus1を入力とし、RefPicList0(L0)を出力として、参照ピクチャリ
ストＬ０を変更するための表５の処理が呼び出される。
【００５８】
　簡単に説明すると、上記の疑似コードは、「前」のピクチャ、「後」のピクチャおよび
長期ピクチャの数を加算することによりＤＰＢ（即ち、NumRpsCurrTempList）中の参照ピ
クチャの数を求めてから、最初に「前」ピクチャを（現在のピクチャから最も近い時間距
離から最も遠い時間距離の順で）、次に「後」ピクチャを（同じく現在のピクチャから最
も近い時間距離から最も遠い時間距離の順で）、次に長期参照ピクチャの順で配置する。
【００５９】
　以下の手順が実施されてRefPicSetCurrTempList1を構築する。
cIdx=0
NumRpsCurrTempList=NumRpsStCurr0+NumRpsStCurr1+NumRpsLtCurr
for(i=0;i<NumRpsStCurr1;cIdx++,i++)
   RefPicSetCurrTempList1[cIdx]=RefPicSetCurr1[i]
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for(i=0;i<NumRpsStCurr0;cIdx++,i++)
   RefPicSetCurrTempList1[cIdx]=RefPicSetCurr0[i]
for(i=0;i<NumRpsLtCurr;cIdx++,i++)
   RefPicSetCurrTempList1[cIdx]=RefPicSetLtCurr[i]
【００６０】
　ref_pic_list_modification_flag_l1が０の場合は、デフォルトのリストＬ１からの変
更は行われず、デフォルトのRefPicList1は、RefPicSetCurrTempList1から最初のnum_ref
_idx_l1_active_minus1＋１個のエントリを取り出すことによって構築される。一方、ref
_pic_list_modification_flag_l1が１の場合は、RefPicSetCurrTempList1およびnum_ref_
idx_l1_active_minus1を入力とし、RefPicList1を出力として、参照ピクチャリストＬ１
を変更するための表５の変更処理が呼び出される。
【００６１】
　簡単に説明すると、上記の疑似コードは、「前」のピクチャ、「後」のピクチャおよび
長期ピクチャの数を加算することによりＤＰＢ（即ち、NumRpsCurrTempList）の参照ピク
チャの数を求めてから、最初に「後」ピクチャを（現在のピクチャから最も近い時間距離
から最も遠い時間距離の順で）、次に「前」ピクチャを（同じく現在のピクチャから最も
近い時間距離から最も遠い時間距離の順で）、次に長期参照ピクチャの順で配置する。
【００６２】
　２つのリストRpsCurrTempLXの作成は、参照ピクチャリストＬ０およびＬ１に変更が行
われない場合でも有益であることに留意されたい。これは、そのような場合、RpsCurrTem
pLXの最初の数個のエントリが既にそれぞれリストＬ０およびＬ１のデフォルトの順序に
なっているため、参照ピクチャリストＬ０およびＬ１は、単にそれらのエントリを取り出
すだけで非常に簡単に作成することができるためである。
【００６３】
　表５に反映される参照ピクチャリストの変更処理は、入力として、上記の参照ピクチャ
の配列であるRefPicSetCurrTempLXと、参照ピクチャリストのサイズnum_ref_idx_lX_acti
ve_minus1を受け付ける（Ｘは、変更対象のリストに応じて０または１になる）。この処
理の出力は、変更された参照ピクチャリストRefPicListXを含んでいる配列である。
【００６４】
　図１０は、例示的なリストＬ０について表５のリスト変更処理を説明するフローチャー
トである。この処理は、リストＬ１の場合と同様である。１００１でリストＬ０のインデ
ックスがゼロに初期化される。１００３で、一時リストRefPicSetCurrTempL0が２つ以上
のエントリを含んでいるかどうかが判定される。これは、リストが１つしかエントリを含
まない場合はref_pic_set_idxのシグナリングが不要となるためである。リストが１つし
かエントリを含まない場合は１００４に進み、ref_pic_set_idxはシグナリングされず、
代わりにデフォルトで０に設定される。そうでない場合は、１００５に進み、中間リスト
RefPicSetCurrTempList0へのインデックス、ref_pic_set_idxが読み込まれる。１００７
で、変更リストＬ０の現在のインデックスにあるエントリが、RefPicSetCurrTempList0リ
スト内のシグナリングされたインデックス位置ref_pic_set_idxにある値に設定される。
次いで、変更されたリストＬ０のインデックスが増分される（１００９）。１０１１で、
Ｌ０の最後に達したかどうかが判定される。最後まで達していない場合は１００３に戻る
。最後まで達した場合は処理が終了する。
【００６５】
　上記のように、リストの変更が要求されない場合は、図１０の処理は行われず、単にRe
fPicSetCurrTempListXの最初のnum_ref_idx_lx_active_minus1＋１個のエントリが対応す
るリストＬＸになる。
【００６６】
　図１１は、提案される本発明の参照ピクチャリスト方式がどのように機能するかを図９
と同じ例で示すものである。図１１を図９と比べると、図１１の変更処理で使用する構文
要素の数は図９の半分であり、即ち、ref_pic_set_idxおよびlist_modification_idcをシ
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グナリングするのではなく、リストＬ０の各エントリにつきref_pic_set_idxだけがシグ
ナリングされる。さらに、図１０のフローチャートで説明する処理は、リスト中の各エン
トリを明示的にシグナリングし、図８の複雑な処理を必要としない点で、図８のフローチ
ャートの処理よりも単純である。
【００６７】
　本明細書に記載されるシステムおよび方法は、有線および無線両方のネットワークを介
した映像ストリームの通信に適する。有線ネットワークはよく知られる。各種無線デバイ
スおよびインフラストラクチャの概要を図１２Ａ～１２Ｂとの関連で提供し、ネットワー
クの各種要素が本明細書に記載のシステムおよび方法を利用することができる。より具体
的には、ベーストランシーバ局（ＢＴＳ）、Ｎｏｄｅ－Ｂ、ｅＮｏｄｅＢ、Ｈｏｍｅ　Ｎ
ｏｄｅＢ、Ｈｏｍｅ　ｅＮｏｄｅＢ、サイトコントローラ、アクセスポイント（ＡＰ）、
無線ルータ、メディア認識ネットワークエレメント（ＭＡＮＥ）などの基地局、並びに無
線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）が、符号化された映像データをあるエンティティから別の
エンティティに伝達するために上記のシグナリングを生成および／または処理することが
できる。
【００６８】
　図１２Ａは、１または複数の開示される実施形態が実施されうる例示的通信システム１
００の図である。通信システム１００は、音声、データ、映像、メッセージング、放送等
のコンテンツを複数の無線ユーザに提供する多重接続システムとすることができる。通信
システム１００は、複数の無線ユーザが、無線帯域等のシステムリソースの共有を通じて
そのようなコンテンツにアクセスできるようにすることができる。例えば、通信システム
１００は、符号分割多重接続（ＣＤＭＡ）、時分割多重接続（ＴＤＭＡ）、周波数分割多
重接続（ＦＤＭＡ）、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）、単一キャリアＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤ
ＭＡ）等の１または複数のチャネルアクセス方法を用いることができる。
【００６９】
　図１２Ａに示すように、通信システム１００は、無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）
１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃおよび／または１０２ｄ、無線アクセスネットワーク（Ｒ
ＡＮ）１０４、コアネットワーク１０６、公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）１０８、インター
ネット１１０および他のネットワーク１１２を含むが、開示される実施形態は、任意数の
ＷＴＲＵ、基地局、ネットワークおよび／またはネットワーク要素を企図することが理解
されよう。各ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄは、無線環境で動作およ
び／または通信するように構成された任意種類の装置とすることができる。例えば、ＷＴ
ＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄは、無線信号を送信および／または受信す
るように構成され、ユーザ機器（ＵＥ）、移動局、固定型または移動型の加入者ユニット
、ページャ、携帯電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、スマートフォン、ラップトップ、ネッ
トブック、パーソナルコンピュータ、無線センサ、消費者家電等を含むことができる。
【００７０】
　通信システム１００は、基地局１１４ａおよび基地局１１４ｂも含むことができる。各
基地局１１４ａ、１１４ｂは、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄの少な
くとも１つと無線でインタフェースをとって、コアネットワーク１０６、インターネット
１１０および／またはネットワーク１１２等の１または複数の通信ネットワークへのアク
セスを助けるように構成された任意種類の装置とすることができる。例えば、基地局１１
４ａ、１１４ｂは、ベーストランシーバ局（ＢＴＳ）、ＮｏｄｅＢ、ｅＮｏｄｅＢ、ホー
ムＮｏｄｅＢ、ホームｅＮｏｄｅＢ、サイトコントローラ、アクセスポイント（ＡＰ）、
無線ルータ等である。図では基地局１１４ａ、１１４ｂはそれぞれ１つの要素として示す
が、基地局１１４ａ、１１４ｂは、任意数の相互接続された基地局および／またはネット
ワーク要素を含むことが可能であることが理解されよう。
【００７１】
　基地局１１４ａはＲＡＮ１０４の一部とすることができ、ＲＡＮ１０４も、他の基地局
、および／または基地局コントローラ（ＢＳＣ）、無線ネットワークコントローラ（ＲＮ
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Ｃ）、中継ノード等のネットワーク要素（図示せず）を含むことができる。基地局１１４
ａおよび／または基地局１１４ｂは、セル（図示せず）とも呼ばれる特定の地理的領域内
で無線信号を送信および／または受信するように構成されることができる。セルはさらに
セルセクタに分割されることができる。例えば、基地局１１４ａに関連付けられたセルが
３つのセクタに分割される。従って、一実施形態では、基地局１１４ａは、３つのトラン
シーバ、即ち、セルのセクタごとに１つのトランシーバを含むことができる。別の実施形
態では、基地局１１４ａは多入力多出力（ＭＩＭＯ）技術を用い、セルのセクタごとに複
数のトランシーバを利用することができる。
【００７２】
　基地局１１４ａ、１１４ｂは、エアインタフェース１１６を介してＷＴＲＵ１０２ａ、
１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄの１または複数と通信することができ、エアインタフェー
スは、任意の適切な無線通信リンク（例えば、無線周波（ＲＦ）、マイクロ波、赤外線（
ＩＲ）、紫外線（ＵＶ）、可視光等）とすることができる。エアインタフェース１１６は
、任意の適切な無線アクセス技術（ＲＡＴ）を使用して確立されることができる。
【００７３】
　より具体的には、上記のように、通信システム１００は多重接続システムとすることが
でき、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－ＦＤＭＡ等の１または複数の
チャネルアクセス方式を用いることができる。例えば、ＲＡＮ１０４内の基地局１１４ａ
およびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、総合移動遠隔通信システム（ＵＭＴＳ
）地上無線アクセス（ＵＴＲＡ）等の無線技術を実装することができ、その場合、広帯域
ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））を使用してエアインタフェース１１６を確立するこ
とができる。ＷＣＤＭＡは、高速パケットアクセス（ＨＳＰＡ）および／または発展型Ｈ
ＳＰＡ（ＨＳＰＡ＋）等の通信プロトコルを含むことができる。ＨＳＰＡは、高速ダウン
リンクパケットアクセス（ＨＳＤＰＡ）および／または高速アップリンクパケットアクセ
ス（ＨＳＵＰＡ）を含むことができる。
【００７４】
　別の実施形態では、基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、
発展型ＵＭＴＳ地上無線アクセス（Ｅ－ＵＴＲＡ）等の無線技術を実装することができ、
その場合はＬＴＥおよび／またはＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ（ＬＴＥ－Ａ）を使用してエ
アインタフェース１１６を確立することができる。
【００７５】
　他の実施形態では、基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、
ＩＥＥＥ８０２．１６（即ち、ＷｉＭＡＸ）、ＣＤＭＡ２０００、ＣＤＭＡ２０００　１
Ｘ、ＣＤＭＡ２０００ＥＶ－ＤＯ、暫定標準２０００（ＩＳ－２０００）、暫定標準９５
（ＩＳ－９５）、暫定標準８５６（ＩＳ－８５６）、ＧＳＭ（登録商標）（Global Syste
m for Mobile Communications）、ＥＤＧＥ（Enhanced Data rates for GSM Evolution）
、ＧＳＭ　ＥＤＧＥ（ＧＥＲＡＮ）等の無線技術を実装することができる。
【００７６】
　図１２Ａの基地局１１４ｂは、例えば、無線ルータ、ホームＮｏｄｅＢ、ホームｅＮｏ
ｄｅＢまたはアクセスポイント等であり、職場、住宅、乗り物、施設構内等の限定された
領域内で無線接続を容易にする適当なＲＡＴを利用することができる。一実施形態では、
基地局１１４ｂおよびＷＴＲＵ１０２ｃ、１０２ｄは、ＩＥＥＥ８０２．１１等の無線技
術を実装して、無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）を確立することができる。
別の実施形態では、基地局１１４ｂおよびＷＴＲＵ１０２ｃ、１０２ｄはＩＥＥＥ８０２
．１５等の無線技術を実装して、無線パーソナルエリアネットワーク（ＷＰＡＮ）を確立
することができる。さらに別の実施形態では、基地局１１４ｂおよびＷＴＲＵ１０２ｃ、
１０２ｄは、セルラー方式のＲＡＴ（例えば、ＷＣＤＭＡ、ＣＤＭＡ２０００、ＧＳＭ、
ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａ等）を利用してピコセルまたはフェムトセルを確立することができる
。図１２Ａに示すように、基地局１１４ｂはインターネット１１０への直接の接続を有す
ることができる。従って、基地局１１４ｂは、コアネットワーク１０６を介してインター



(22) JP 6480185 B2 2019.3.6

10

20

30

40

50

ネット１１０にアクセスする必要がない場合もある。
【００７７】
　ＲＡＮ１０４は、コアネットワーク１０６と通信状態にあり、コアネットワークは、音
声、データ、アプリケーションおよび／またはインターネットプロトコルによる音声伝送
（ＶｏＩＰ）サービスをＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄの１または複
数に提供するように構成された任意種類のネットワークとすることができる。例えば、コ
アネットワーク１０６は、呼制御、課金サービス、モバイル位置情報サービス、プリペイ
ド通話、インターネット接続、映像配信等を提供し、かつ／またはユーザ認証等の高レベ
ルのセキュリティ機能を行うことができる。図１２Ａには示さないが、ＲＡＮ１０４およ
び／またはコアネットワーク１０６は、ＲＡＮ１０４と同じＲＡＴまたは異なるＲＡＴを
用いる他のＲＡＮと直接または間接的に通信することが理解されよう。例えば、Ｅ－ＵＴ
ＲＡ無線技術を利用するＲＡＮ１０４に接続されるのに加えて、コアネットワーク１０６
は、ＧＳＭ無線技術を用いる別のＲＡＮ（図示せず）とも通信状態にあることができる。
【００７８】
　コアネットワーク１０６は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄがＰＳ
ＴＮ１０８、インターネット１１０および／または他のネットワーク１１２にアクセスす
るためのゲートウェイの役割も果たすことができる。ＰＳＴＮ１０８は、従来型の電話サ
ービス（ＰＯＴＳ）を提供する回線交換電話網を含むことができる。インターネット１１
０は、ＴＣＰ／ＩＰインターネットプロトコルスイートのＴＣＰ、ＵＤＰおよびＩＰ等の
共通の通信プロトコルを使用する、相互接続されたコンピュータネットワークおよび装置
からなる世界規模のシステムを含むことができる。ネットワーク１１２は、他のサービス
提供者に所有および／または運営される有線または無線の通信ネットワークを含むことが
できる。例えば、ネットワーク１１２は、ＲＡＮ１０４と同じＲＡＴまたは異なるＲＡＴ
を用いる１または複数のＲＡＮに接続された別のコアネットワークを含むことができる。
【００７９】
　通信システム１００内のＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄの一部また
は全ては、マルチモード能力を備えることができる。即ち、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ
、１０２ｃ、１０２ｄは、種々の無線リンクを通じて種々の無線ネットワークと通信する
ための複数のトランシーバを含むことができる。例えば、図１２Ａに示すＷＴＲＵ１０２
ｃは、セルラー方式の無線技術を用いる基地局１１４ａ、およびＩＥＥＥ８０２無線技術
を用いる基地局１１４ｂと通信するように構成されることができる。
【００８０】
　図１２Ｂは、例示的なＷＴＲＵ１０２のシステム図である。図１２Ｂに示すように、Ｗ
ＴＲＵ１０２は、プロセッサ１１８、トランシーバ１２０、送信／受信要素１２２、スピ
ーカ／マイクロフォン１２４、キーパッド１２６、ディスプレイ／タッチパッド１２８、
非リムーバブルメモリ１３０、リムーバブルメモリ１３２、電源１３４、ＧＰＳチップセ
ット１３６および他の周辺機能１３８を備えることができる。ＷＴＲＵ１０２は、実施形
態との整合性を保ちながら、上述の要素のサブコンビネーションを含むことが可能である
ことが理解されよう。
【００８１】
　プロセッサ１１８は、汎用プロセッサ、特殊目的プロセッサ、従来のプロセッサ、デジ
タル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと関連した１ま
たは複数のマイクロプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣ、ＦＰ
ＧＡ回路、任意の他の種類の集積回路（ＩＣ）、状態機械等である。プロセッサ１１８は
、信号の符号化、データ処理、電力制御、入出力処理、および／またはＷＴＲＵ１０２が
無線環境で動作することを可能にする他の機能を行うことができる。プロセッサ１１８は
トランシーバ１２０に結合され、トランシーバ１２０は送信／受信要素１２２に結合され
ることができる。図１２Ｂではプロセッサ１１８とトランシーバ１２０を別個の構成要素
として示すが、プロセッサ１１８とトランシーバ１２０は電子パッケージやチップに共に
一体化されてもよいことが理解されよう。
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【００８２】
　送信／受信要素１２２は、エアインタフェース１１６を通じて基地局（例えば基地局１
１４ａ）との間で信号を送信または受信するように構成されることができる。例えば、一
実施形態では、送信／受信要素１２２は、ＲＦ信号を送信および／または受信するように
構成されたアンテナとすることができる。別の実施形態では、送信／受信要素１２２は、
例えばＩＲ、ＵＶ、または可視光信号を送信および／または受信するように構成されたエ
ミッタ／検出器である。さらに別の実施形態では、送信／受信要素１２２は、ＲＦ信号と
光信号の両方を送受信するように構成されることができる。送信／受信要素１２２は、各
種無線信号の任意の組合せを送信および／または受信するように構成されてよいことが理
解されよう。
【００８３】
　また、図１２Ｂでは送信／受信要素１２２を１つの要素として示すが、ＷＴＲＵ１０２
は任意数の送信／受信要素１２２を含むことができる。より具体的には、ＷＴＲＵ１０２
はＭＩＭＯ技術を用いることができる。そのため、一実施形態では、ＷＴＲＵ１０２は、
エアインタフェース１１６を通じて無線信号を送受信するために２つ以上の送信／受信要
素１２２（例えば複数のアンテナ）を含むことができる。
【００８４】
　トランシーバ１２０は、送信／受信要素１２２から送信しようとする信号を変調し、送
信／受信要素１２２に受信された信号を復調するように構成されることができる。上記の
ように、ＷＴＲＵ１０２はマルチモード能力を有することができる。そのため、トランシ
ーバ１２０は、ＷＴＲＵ１０２が例えばＵＴＲＡやＩＥＥＥ８０２．１１等の複数種類の
ＲＡＴを介して通信することを可能にする複数のトランシーバを含むことができる。
【００８５】
　ＷＴＲＵ１０２のプロセッサ１１８は、スピーカ／マイクロフォン１２４、キーパッド
１２６、および／またはディスプレイ／タッチパッド１２８（例えば液晶ディスプレイ（
ＬＣＤ）表示装置や有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）表示装置）に結合され、それらから
ユーザ入力データを受け取ることができる。プロセッサ１１８はまた、スピーカ／マイク
ロフォン１２４、キーパッド１２６、および／またはディスプレイ／タッチパッド１２８
にユーザデータを出力することができる。また、プロセッサ１１８は、非リムーバブルメ
モリ１３０および／またはリムーバブルメモリ１３２等の任意種類の適切なメモリの情報
にアクセスし、データを記憶することができる。非リムーバブルメモリ１３０は、ＲＡＭ
、ＲＯＭ、ハードディスク、または他の任意種類のメモリ記憶装置を含むことができる。
リムーバブルメモリ１３２は、加入者識別モジュール（ＳＩＭ）カード、メモリスティッ
ク、セキュアデジタル（ＳＤ）メモリカード等を含むことができる。他の実施形態では、
プロセッサ１１８は、サーバや家庭コンピュータ（図示せず）等、物理的にＷＴＲＵ１０
２にないメモリの情報にアクセスし、データを記憶することができる。
【００８６】
　プロセッサ１１８は、電源１３４から電力を受け取り、その電力をＷＴＲＵ１０２中の
他の構成要素に分配および／または制御するように構成されることができる。電源１３４
は、ＷＴＲＵ１０２に電力を供給するのに適した任意の装置でよい。例えば、電源１３４
は、１または複数の乾電池（例えばニッケルカドミウム（ＮｉＣｄ）、ニッケル亜鉛（Ｎ
ｉＺｎ）、ニッケル水素（ＮｉＭＨ）、リチウムイオン（Ｌｉ－ｉｏｎ）等）、太陽電池
、燃料電池等を含むことができる。
【００８７】
　プロセッサ１１８はＧＰＳチップセット１３６にも結合され、ＧＰＳチップセット１３
６は、ＷＴＲＵ１０２の現在の位置に関する位置情報（例えば経度および緯度）を提供す
るように構成されることができる。ＧＰＳチップセット１３６からの情報に加えて、また
はその代わりに、ＷＴＲＵ１０２は、基地局（例えば基地局１１４ａ、１１４ｂ）からエ
アインタフェース１１６を介して位置情報を受信する、かつ／または、２つ以上の近隣の
基地局から信号が受信されるタイミングに基づいて自身の位置を判定することができる。
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ＷＴＲＵ１０２は、実施形態との整合性を保ちながら、任意の適切な位置判定方法で位置
情報を取得できることが理解されよう。
【００８８】
　プロセッサ１１８はさらに他の周辺機能１３８に結合され、周辺機能は、追加的な機能
、機能性、および／または有線若しくは無線接続を提供する１または複数のソフトウェア
および／またはハードウェアモジュールを含むことができる。例えば、周辺機能１３８は
、加速度計、電子コンパス、衛星トランシーバ、デジタルカメラ（写真または映像用）、
ユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）ポート、振動装置、テレビトランシーバ、ハンドフ
リーヘッドセット、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）モジュール、周波数変調（ＦＭ）無
線ユニット、デジタル音楽プレーヤ、メディアプレーヤ、ビデオゲームプレーヤモジュー
ル、インターネットブラウザ等を含むことができる。
【００８９】
　図１２Ｃは、実施形態によるＲＡＮ１０４およびコアネットワーク１０６のシステム図
である。上記のように、ＲＡＮ１０４は、ＵＴＲＡ無線技術を用いてエアインタフェース
１１６を介してＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信することができる。ＲＡＮ
１０４は、コアネットワーク１０６とも通信状態にあることができる。図１２Ｃに示すよ
うに、ＲＡＮ１０４は、ＮｏｄｅＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃを含み、各ＮｏｄｅＢ
は、エアインタフェース１１６を通じてＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信す
るために１または複数のトランシーバを備えることができる。ＮｏｄｅＢ１４０ａ、１４
０ｂ、１４０ｃは各々、ＲＡＮ１０４内の特定のセル（図示せず）に関連付けることがで
きる。ＲＡＮ１０４はＲＮＣ１４２ａ、１４２ｂも含むことができる。ＲＡＮ１０４は実
施形態との整合性を保ちながら、任意数のＮｏｄｅＢおよびＲＮＣを含むことが可能であ
ることが理解されよう。
【００９０】
　図１２Ｃに示すように、ＮｏｄｅＢ１４０ａ、１４０ｂはＲＮＣ１４２ａと通信状態に
ある。また、ＮｏｄｅＢ１４０ｃはＲＮＣ１４２ｂと通信状態にあることができる。Ｎｏ
ｄｅＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃは、Ｉｕｂインタフェースを介してそれぞれのＲＮ
Ｃ１４２ａ、１４２ｂと通信することができる。ＲＮＣ１４２ａ、１４２ｂは、Ｉｕｒイ
ンタフェースを介して相互と通信することができる。各ＲＮＣ１４２ａ、１４２ｂは、そ
れぞれが接続されたＮｏｄｅＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃを制御するように構成され
ることができる。また、各ＲＮＣ１４２ａ、１４２ｂは、外部ループ電力制御、負荷制御
、アドミッション制御、パケットスケジューリング、ハンドオーバー制御、マクロダイバ
ーシティ、セキュリティ機能、データの暗号化等の他の機能を実行または支援するように
構成されることができる。
【００９１】
　図１２Ｃに示すコアネットワーク１０６は、メディアゲートウェイ（ＭＧＷ）１４４、
モバイル交換センター（ＭＳＣ）１４６、サービングＧＰＲＳサポートノード（ＳＧＳＮ
）１４８、および／またはゲートウェイＧＰＲＳサポートノード（ＧＧＳＮ）１５０を含
むことができる。上記の各要素はコアネットワーク１０６の一部として図示するが、これ
らの要素の任意の１つはコアネットワークの運営者以外のエンティティにより所有および
／または運営されてもよいことが理解されよう。
【００９２】
　ＲＡＮ１０４内のＲＮＣ１４２ａは、ＩｕＣＳインタフェースを介してコアネットワー
ク１０６内のＭＳＣ１４６に接続されることができる。ＭＳＣ１４６はＭＧＷ１４４に接
続されることができる。ＭＳＣ１４６およびＭＧＷ１４４は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２
ｂ、１０２ｃに、ＰＳＴＮ１０８等の回線交換ネットワークへのアクセスを提供して、Ｗ
ＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと従来の地上回線通信機器との間の通信を容易にす
ることができる。
【００９３】
　ＲＡＮ１０４内のＲＮＣ１４２ａは、ＩｕＰＳインタフェースを介してコアネットワー



(25) JP 6480185 B2 2019.3.6

10

20

30

40

50

ク１０６のＳＧＳＮ１４８にも接続することができる。ＳＧＳＮ１４８はＧＧＳＮ１５０
に接続されることができる。ＳＧＳＮ１４８およびＧＧＳＮ１５０は、ＷＴＲＵ１０２ａ
、１０２ｂ、１０２ｃに、インターネット１１０等のパケット交換ネットワークへのアク
セスを提供して、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃとＩＰ対応機器との間の通信を
容易にすることができる。
【００９４】
　上記のように、コアネットワーク１０６はネットワーク１１２にも接続され、ネットワ
ーク１１２は、他のサービス提供者に所有および／または運営される他の有線または無線
のネットワークを含むことができる。
【００９５】
　図１２Ｄは、別の実施形態によるＲＡＮ１０４およびコアネットワーク１０６のシステ
ム図である。上記のように、ＲＡＮ１０４は、Ｅ－ＵＴＲＡ無線技術を用いて、エアイン
タフェース１１６を通じてＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信することができ
る。ＲＡＮ１０４はコアネットワーク１０６とも通信状態にあることができる。
【００９６】
　ＲＡＮ１０４はｅＮｏｄｅＢ１６０ａ、１６０ｂ、１６０ｃを含むが、ＲＡＮ１０４は
実施形態との整合性を保ちながら任意数のｅＮｏｄｅＢを含むことが可能であることが理
解されよう。ｅＮｏｄｅＢ１６０ａ、１６０ｂ、１６０ｃはそれぞれ、エアインタフェー
ス１１６を通じてＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信するための１または複数
のトランシーバを含むことができる。一実施形態では、ｅＮｏｄｅＢ１６０ａ、１６０ｂ
、１６０ｃはＭＩＭＯ技術を実装することができる。従って、例えばｅＮｏｄｅＢ１６０
ａは、複数のアンテナを使用してＷＴＲＵ１０２ａとの間で無線信号を送受信することが
できる。
【００９７】
　各ｅＮｏｄｅＢ１６０ａ、１６０ｂ、１６０ｃは、特定のセル（図示せず）に関連付け
られ、無線リソース管理に関する決定、ハンドオーバーの決定、アップリンクおよび／ま
たはダウンリンクのユーザのスケジューリング等を処理するように構成することができる
。図１２Ｄに示すように、ｅＮｏｄｅＢ１６０ａ、１６０ｂ、１６０ｃはＸ２インタフェ
ースを通じて相互と通信することができる。
【００９８】
　図１２Ｄに示すコアネットワーク１０６は、移動性管理ゲートウェイ（ＭＭＥ）１６２
、サービングゲートウェイ１６４、およびパケットデータネットワーク（ＰＤＮ）ゲート
ウェイ１６６を含むことができる。図では上述の各要素はコアネットワーク１０６の一部
として示すが、それらの要素のいずれか１つは、コアネットワークの運営者以外のエンテ
ィティによって所有および／または運営される場合もあることが理解されよう。
【００９９】
　ＭＭＥ１６２は、Ｓ１インタフェースを介してＲＡＮ１０４内のｅＮｏｄｅＢ１６０ａ
、１６０ｂ、１６０ｃ各々に接続され、制御ノードの役割を果たすことができる。例えば
、ＭＭＥ１６２は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのユーザの認証、ベアラのア
クティブ化／非アクティブ化、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃの初回のアタッチ
時の特定サービングゲートウェイの選択等を担う。ＭＭＥ１６２は、ＲＡＮ１０４と、Ｇ
ＳＭやＷＣＤＭＡ等の他の無線技術を用いる他のＲＡＮ（図示せず）とを切替えるための
制御プレーン機能も提供することができる。
【０１００】
　サービングゲートウェイ１６４は、Ｓ１インタフェースを介してＲＡＮ１０４内の各ｅ
ＮｏｄｅＢ１６０ａ、１６０ｂ、１６０ｃに接続されることができる。サービングゲート
ウェイ１６４は、一般に、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃとの間でユーザデータ
パケットを送信および転送することができる。サービングゲートウェイ１６４は、他の機
能、例えば、ｅＮｏｄｅＢ間のハンドオーバー時にユーザプレーンを固定する、ＷＴＲＵ
１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに入手可能なダウンリンクデータがあるときにページング
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をトリガする、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのコンテクストを管理および記憶
する等も行うことができる。
【０１０１】
　サービングゲートウェイ１６４はＰＤＮゲートウェイ１６６にも接続されて、ＷＴＲＵ
１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃとＩＰ対応装置間の通信を容易にする。ＰＤＮゲートウェ
イ１６６は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃにインターネット１１０等のパケッ
ト交換ネットワークへのアクセスを提供することができる。
【０１０２】
　コアネットワーク１０６は、他のネットワークとの通信を容易にすることができる。例
えば、コアネットワーク１０６は、ＰＳＴＮ１０８等の回線交換ネットワークへのアクセ
スをＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに提供して、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、
１０２ｃと従来の陸線通信機器との間の通信を容易にすることができる。例えば、コアネ
ットワーク１０６は、コアネットワーク１０６とＰＳＴＮ１０８間のインタフェースとし
て機能するＩＰゲートウェイ（例えばＩＰマルチメディアサブシステム（ＩＭＳ）サーバ
）を含むか、またはそれと通信することができる。また、コアネットワーク１０６は、Ｗ
ＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃにネットワーク１１２へのアクセスを提供すること
ができ、ネットワーク１１２は、他のサービス提供者に所有および／または運営される他
の有線または無線ネットワークを含むことができる。
【０１０３】
　図１２Ｅは、別の実施形態によるＲＡＮ１０４およびコアネットワーク１０６のシステ
ム図である。ＲＡＮ１０４は、ＩＥＥＥ８０２．１６無線技術を使用してエアインタフェ
ース１１６を通じてＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信するアクセスサービス
ネットワーク（ＡＳＮ）とすることができる。下記でさらに述べるように、ＷＴＲＵ１０
２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、ＲＡＮ１０４、およびコアネットワーク１０６の異なる機能
エンティティ間の通信リンクが基準点として定義することができる。
【０１０４】
　図１２Ｅに示すように、ＲＡＮ１０４は、基地局１７０ａ、１７０ｂ、１７０ｃおよび
ＡＳＮゲートウェイ１７２を含むことができるが、ＲＡＮ１０４は、実施形態との整合性
を保ちながら任意数の基地局およびＡＳＮゲートウェイを含むことが可能であることが理
解されよう。基地局１７０ａ、１７０ｂ、１７０ｃは各々ＲＡＮ１０４内の特定のセル（
図示せず）に関連付けられ、各々エアインタフェース１１６を通じてＷＴＲＵ１０２ａ、
１０２ｂ、１０２ｃと通信するための１または複数のトランシーバを含むことができる。
一実施形態では、基地局１７０ａ、１７０ｂ、１７０ｃはＭＩＭＯ技術を実装することが
できる。そのため、例えば基地局１７０ａは、複数のアンテナを使用して、ＷＴＲＵ１０
２ａとの間で無線信号を送受信することができる。基地局１７０ａ、１７０ｂ、１７０ｃ
は、ハンドオフのトリガ、トンネルの確立、無線リソース管理、トラフィックの分類、サ
ービス品質（ＱｏＳ）ポリシーの施行等の移動性管理機能も提供することができる。ＡＳ
Ｎゲートウェイ１７２はトラフィック集約点として機能し、ページング、加入者プロファ
イルのキャッシング、コアネットワーク１０６へのルーティング等を担うことができる。
【０１０５】
　ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃとＲＡＮ１０４との間のエアインタフェース１
１６は、ＩＥＥＥ８０２．１６仕様を実装するＲ１基準点として定義することができる。
また、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃはそれぞれ、コアネットワーク１０６との
間に論理インタフェース（図示せず）を確立することができる。ＷＴＲＵ１０２ａ、１０
２ｂ、１０２ｃとコアネットワーク１０６との間の論理インタフェースは、認証、権限付
与、ＩＰホスト設定管理、および／または移動性管理に使用されるＲ２基準点として定義
することができる。
【０１０６】
　各基地局１７０ａ、１７０ｂ、１７０ｃ間の通信リンクは、基地局間のＷＴＲＵのハン
ドオーバーおよびデータ転送を容易にするプロトコルを含むＲ８基準点として定義するこ
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とができる。基地局１７０ａ、１７０ｂ、１７０ｃとＡＳＮゲートウェイ１７２間の通信
リンクは、Ｒ６基準点として定義することができる。Ｒ６基準点は、各ＷＴＲＵ１０２ａ
、１０２ｂ、１０２ｃに関連する移動事象に基づく移動性管理を容易にするプロトコルを
含むことができる。
【０１０７】
　図１２Ｅに示すように、ＲＡＮ１０４はコアネットワーク１０６に接続される。ＲＡＮ
１０４とコアネットワーク１０６間の通信リンクは、例えばデータ転送機能および移動性
管理機能を容易にするプロトコルを含むＲ３基準点として定義することができる。コアネ
ットワーク１０６は、モバイルＩＰホームエージェント（ＭＩＰ－ＨＡ）１７４、認証、
権限付与、課金（ＡＡＡ）サーバ１７６、およびゲートウェイ１７８を含むことができる
。上述の各要素はコアネットワーク１０６の一部として図示するが、これらの要素のいず
れか１つはコアネットワークの運営者以外のエンティティにより所有および／または運営
される場合もあることが理解されよう。
【０１０８】
　ＭＩＰ－ＨＡ１７４は、ＩＰアドレス管理を担い、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０
２ｃが異なるＡＳＮ間および／または異なるコアネットワーク間を移動できるようにする
。ＭＩＰ－ＨＡ１７４は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに、インターネット１
１０等のパケット交換ネットワークへのアクセスを提供して、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２
ｂ、１０２ｃと、ＩＰ対応装置との間の通信を容易にすることができる。ＡＡＡサーバ１
７６は、ユーザ認証およびユーザサービスの支援を担うことができる。ゲートウェイ１７
８は、他のネットワークとの相互動作を容易にすることができる。例えば、ゲートウェイ
１７８は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに、ＰＳＴＮ１０８等の回線交換ネッ
トワークへのアクセスを提供して、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと、従来の陸
線通信機器との間の通信を容易にすることができる。また、ゲートウェイ１７８は、ＷＴ
ＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに、他のサービス提供者によって所有および／または
運営される他の有線または無線ネットワークを含むネットワーク１１２へのアクセスを提
供することができる。
【０１０９】
　図１２Ｅには示さないが、ＲＡＮ１０４は他のＡＳＮに接続され、コアネットワーク１
０６は他のコアネットワークに接続されることが可能であることが理解されよう。ＲＡＮ
１０４と他のＡＳＮとの間の通信リンクはＲ４基準点として定義され、ＲＡＮ１０４と他
のＡＳＮ間のＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃの移動性を司るプロトコルを含むこ
とができる。コアネットワーク１０６と他のコアネットワーク間の通信リンクはＲ５基準
点として定義され、Ｒ５基準点は、ホームコアネットワークと一時利用される（visited
）コアネットワーク間の相互動作を容易にするプロトコルを含むことができる。
【０１１０】
　実施形態
　一実施形態では、映像データ内の予測されたピクチャを復号するための参照ピクチャリ
ストＬ０およびＬ１を生成する方法が実施され、この方法は、復号ピクチャバッファ（Ｄ
ＰＢ）から参照ピクチャの第１の順序付けリストRefPicSetCurrTempList0を生成するステ
ップであって、リストは、現在のピクチャよりも時間的に前の参照ピクチャがＤＰＢにあ
る場合は、それらの参照ピクチャが現在のピクチャからの時間的距離に従って順に列記さ
れ、次いで現在のピクチャよりも時間的に後の参照ピクチャがＤＰＢにある場合はそれら
の参照ピクチャが現在のピクチャからの時間的距離に従って順に列記され、次いで長期参
照ピクチャがＤＰＢにある場合はそれらの参照ピクチャがＤＰＢに格納されている順序で
列記されるように順序付けられる、ステップと、ＤＰＢから参照ピクチャの第２の順序付
けリストRefPicSetCurrTempList1を生成するステップであって、リストは、ＤＰＢに現在
のピクチャよりも時間的に後の参照ピクチャがある場合はそれらの参照ピクチャが現在の
ピクチャからの時間的距離に従って最初に順に列記され、次いで現在のピクチャよりも時
間的に後の参照ピクチャがＤＰＢにある場合はそれらの参照ピクチャが現在のピクチャか
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らの時間的距離に従って順に列記され、次いで長期参照ピクチャがＤＰＢにある場合はそ
れらの参照ピクチャがＤＰＢに格納されている順序で列記されるように順序付けられる、
ステップと、RefPicSetCurrTempList0およびRefPicSetCurrTempList1からそれぞれ参照ピ
クチャを選択することによりリストＬ０およびＬ１の少なくとも一方を生成するステップ
とを含む。
【０１１１】
　本実施形態によると、方法は、リストＬ０およびＬ１のどちらかを変更リストとすべき
かどうかを判定するステップをさらに含むことができ、リストＬ０を変更リストとすべき
場合は、リストＬ０を生成するステップは、参照ピクチャリストＬ０の参照ピクチャごと
に、第１の順序付けリストを指す第１のインデックスを受け取り、第１の順序付けリスト
内でそのインデックスで特定される参照ピクチャをＬ０内の対応するエントリに列記する
ステップを含み、リストＬ０を変更リストとすべき場合は、リストＬ１を生成するステッ
プは、参照ピクチャリストＬ１の参照ピクチャエントリごとに、第２の順序付けリストを
指す第２のインデックスを受け取り、第２の順序付けリスト内でそのインデックスで特定
される参照ピクチャをＬ１内の対応するエントリに列記するステップを含む。
【０１１２】
　上記実施形態の１または複数は、リストＬ０を変更リストとしない場合、リストＬ０を
生成するステップは、第１の指定された数のエントリまでRefPicSetCurrTempList0から順
にエントリを取り出すステップを含み、リストＬ１を変更リストとしない場合、リストＬ
１を生成するステップは、第２の指定された数のエントリまでRefPicSetCurrTempList1か
ら順にエントリを取り出すステップを含むことをさらに含むことができる。
【０１１３】
　上記実施形態の１または複数は、判定するステップは、リストＬ０に関して構文要素re
f_pic_list_modification_flag_l0を読み込み、リストＬ１に関して構文要素ref_pic_lis
t_modification_flag_l1を読み込むステップを含むことをさらに含むことができる。
【０１１４】
　上記実施形態の１または複数は、第１のインデックスおよび第２のインデックスは、ゼ
ロからＤＰＢ内のピクチャ数までの範囲であることをさらに含むことができる。
【０１１５】
　上記実施形態の１または複数は、構文要素ref_pic_set_idxが使用されて第１のインデ
ックスおよび第２のインデックスを指定することをさらに含むことができる。
【０１１６】
　上記実施形態の１または複数は、構文要素ref_pic_list_modification_flag_l1を読み
込むステップをさらに含むことができ、ref_pic_list_modification_flag_l1が第１の値
に等しい場合は、Ｌ１を指定する構文要素ref_pic_set_idxが存在することを示し、ref_p
ic_list_modification_flag_l1が第２の値に等しい場合は、Ｌ１を指定するこの構文要素
が存在しないことを示す。
【０１１７】
　上記実施形態の１または複数は、構文要素ref_pic_list_modification_flag_l0を読み
込むステップをさらに含むことができ、ref_pic_list_modification_flag_l0が第１の値
に等しい場合は、Ｌ０を指定する構文要素ref_pic_set_idxが存在することを示し、ref_p
ic_list_modification_flag_l0が第２の値に等しい場合は、Ｌ０を指定するこの構文要素
が存在しないことを示す。
【０１１８】
　上記実施形態の１または複数は、構文要素ref_pic_list_modification_flag_l1を読み
込むステップをさらに含み、ref_pic_list_modification_flag_l1が第１の値に等しい場
合は、Ｌ１を指定する構文要素ref_pic_set_idxが存在することを示し、ref_pic_list_mo
dification_flag_l1が第２の値に等しい場合は、Ｌ１を指定するこの構文要素が存在しな
いことを示す。
【０１１９】
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　上記実施形態の１または複数は、第１のインデックスが存在しない場合、第１のインデ
ックスはゼロに設定され、第２のインデックスが存在しない場合、第２のインデックスは
ゼロに設定されることをさらに含むことができる。
【０１２０】
　別の実施形態で、または上記の実施形態のいずれかに関連して、ＰまたはＢスライスヘ
ッダを復号するために参照ピクチャリストのデコーダを初期化することを含む方法は、
cIdx=0
NumRpsCurrTempList=NumRpsStCurr0+NumRpsStCurr1+NumRpsLtCurr
for(i=0;i<NumRpsStCurr0;cIdx++,i++)
   RefPicSetCurrTempList0[cIdx]=RefPicSetStCurr0[i]
for(i=0;i<NumRpsStCurr1;cIdx++,i++)
   RefPicSetCurrTempList0[cIdx]=RefPicSetStCurr1[i]
for(i=0;i<NumRpsLtCurr;cIdx++,i++)
   RefPicSetCurrTempList0[cIdx]=RefPicSetLtCurr[i]
により第１の一時リストRefPicSetCurrTempList0を構築するステップを含みうる。
【０１２１】
　上記実施形態の１または複数は、フラグref_pic_list_modification_flag_l0が０であ
る場合に、RefPicSetCurrTempList0の最初のnum_ref_idx_10_active_minus1＋１個のエン
トリを取り出すことによりリストＬ０（RefPicList0）を構築するステップをさらに含む
ことができる。
【０１２２】
　上記実施形態の１または複数は、フラグref_pic_list_modification_flag_l0が１であ
る場合、RefPicSetCurrTempList0およびnum_ref_idx_l0_active_minus1を入力としてピク
チャリスト変更処理を呼び出すことによりリストＬ０を構築するステップをさらに含むこ
とができる。
【０１２３】
　上記実施形態の１または複数は、Ｂスライスヘッダを復号する場合に、
cIdx=0
NumRpsCurrTempList=NumRpsStCurr0+NumRpsStCurr1+NumRpsLtCurr
for(i=0;i<NumRpsStCurr1;cIdx++,i++)
   RefPicSetCurrTempList1[cIdx]=RefPicSetCurr1[i]
for(i=0;i<NumRpsStCurr0;cIdx++,i++)
   RefPicSetCurrTempList1[cIdx]=RefPicSetCurr0[i]
for(i=0;i<NumRpsLtCurr;cIdx++,i++)
   RefPicSetCurrTempList1[cIdx]=RefPicSetLtCurr[i]
により第２の一時リストRefPicSetCurrTempList1を構築するステップをさらに含みうる。
【０１２４】
　上記実施形態の１または複数は、フラグ（ref_pic_list_modification_flag_l1）が０
の場合に、RefPicSetCurrTempList1の最初のnum_ref_idx_ll_active_minus1＋１個のエン
トリを取り出すことによりリストＬ１（RefPicList1）を構築するステップをさらに含む
ことができる。
【０１２５】
　上記実施形態の１または複数は、フラグ（ref_pic_list_modification_flag_l1）が１
である場合に、RefPicSetCurrTempList1およびnum_ref_idx_ll_active_minus1を入力とし
て参照ピクチャリスト変更処理を呼び出すことによりリストＬ１（RefPicList1）を構築
するステップをさらに含むことができる。
【０１２６】
　上記実施形態の１または複数は、参照ピクチャリスト変更処理を使用してRefPicListX
を生成し、Ｘは対応するリスト０または１を指定し、
　refIdxLXを、参照ピクチャリストRefPicListLXを指すインデックスとして設定し、
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　refIdxLXがnum_ref_idx_lX_active_minus1＋１より大きくなるまで
　RefPicListX[refIdxLX++]=RefPicSetCurrTempLX[ref_pic_set_idx]
を反復することをさらに含むことができる。
【０１２７】
　別の実施形態で、または上記の実施形態のいずれかに関連して、複数の参照ピクチャリ
ストの変更をシグナリングする方法は、統一されたシグナリング構文を使用して複数の参
照ピクチャリストの変更をシグナリングするステップを含むことができる。
【０１２８】
　上記実施形態の１または複数でさらに、複数の参照ピクチャリストは、Ｌ０、Ｌ１およ
び結合リストＬＣを含むことができる。
【０１２９】
　上記実施形態の１または複数でさらに、統一されたシグナリング構文は、エントロピー
符号化法を使用して参照ピクチャのインデックスを符号化することを含むことができる。
【０１３０】
　上記実施形態の１または複数でさらに、統一されたシグナリング構文は、ｔｅ（ｖ）を
使用して参照ピクチャのインデックスを符号化することを含むことができる。
【０１３１】
　別の実施形態で、または上記の実施形態のいずれかに関連して、方法は、参照ピクチャ
リスト内のエントリの数を求めるステップと、参照ピクチャリスト内のエントリを特定す
る値を含むメッセージを生成するステップであって、値は、参照ピクチャリスト内のエン
トリの数が２つの場合は１ビットで表され、値は、参照ピクチャリスト内のエントリの数
が３つ以上の場合は複数ビットで表され、参照ピクチャリスト内のエントリの数が１つの
場合は、メッセージは値を省略する、ステップとを含むことができる。
【０１３２】
　上記実施形態の１または複数で、値は、エントリの数が３以上の値であるときｕｅ（ｖ
）であることができる。
【０１３３】
　上記実施形態の１または複数で、インデックスは、構文要素ref_idx_list_currで指定
されることができる。
【０１３４】
　別の実施形態で、または上記の実施形態のいずれかに関連して、第１の参照ピクチャの
リストＬ０および第２の参照ピクチャのリストＬ１から、Ｂスライスの復号に使用される
参照ピクチャの結合リストＬＣを作成する方法は、Ｌ０が２つ以上のエントリを含んでい
るかどうかを判定するステップと、Ｌ１が２つ以上のエントリを含んでいるかどうかを判
定するステップと、Ｌ０またはＬ１のいずれかが２つ以上のエントリを含んでいる場合、
構文要素ref_idx_list_currを使用して、ＬＣに追加すべき、Ｌ０およびＬ１の少なくと
も一方のエントリを示すステップと、Ｌ０が１つのみのエントリを含んでいる場合、ref_
idx_list_currを０に設定するステップと、Ｌ１が１つのみのエントリを含んでいる場合
、ref_idx_list_currを０に設定するステップと、ref_idx_list_currの値を使用してＬＣ
を作成するステップとを含むことができる。
【０１３５】
　上記実施形態の１または複数で、Ｌ０が２つ以上のエントリを含んでいるかどうかを判
定するステップは、構文要素num_ref_idx_l0_active_minus1がゼロ以上であるかどうかを
判定するステップを含み、Ｌ１が２つ以上のエントリを含んでいるかどうかを判定するス
テップは、構文要素num_ref_idx_l1_active_minus1がゼロ以上であるかどうかを判定する
ステップを含むことができる。
【０１３６】
　結び
　上記では特徴および要素について特定の組合せで説明したが、当業者は、各特徴および
要素は、単独で、または他の特徴および要素と組み合わせて使用可能なことを理解されよ
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う。本明細書に記載される方法は、コンピュータまたはプロセッサによる実行のためにコ
ンピュータにより読み出し可能な媒体に組み込まれた、コンピュータプログラム、ソフト
ウェアまたはファームウェアとして実装される。非一時的なコンピュータにより読み出し
可能な記憶媒体の例は、これらに限定されないが、ＲＯＭ、ＲＡＭ、レジスタ、キャッシ
ュメモリ、半導体メモリ装置、内蔵ハードディスクやリムーバブルディスク等の磁気媒体
、光磁気媒体、およびＣＤ－ＲＯＭディスクやデジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）等の光
学媒体を含む。ソフトウェアと関連したプロセッサが使用されて、ＷＴＲＵ、ＵＥ、端末
、基地局、ＲＮＣ、またはホストコンピュータで使用するための無線周波トランシーバを
実装することができる。
【０１３７】
　さらに、上記の実施形態では、処理プラットフォーム、コンピューティングシステム、
コントローラ、およびプロセッサを内蔵する他の装置が記述される。これらの装置は、少
なくとも１つの中央演算処理装置（「ＣＰＵ」）およびメモリを内蔵することができる。
コンピュータプログラミング技術の当業者の慣行に従い、操作または命令の動作内容およ
び記号的表現への参照を各種ＣＰＵおよびメモリによって行うことができる。そのような
動作および操作または命令は「実行される」、「コンピュータで実行される」、または「
ＣＰＵで実行される」と表すことができる。
【０１３８】
　当業者は、動作および記号的に表現された操作または命令は、ＣＰＵによる電気信号の
操作を含むことを理解されよう。電気システムは、結果として電気信号の変換または低下
、およびメモリシステム内の記憶位置にデータビットを維持させることができるデータビ
ットを表すことにより、ＣＰＵの動作並びに信号の他の処理を再構成する、または他の形
で変化させる。データビットが維持される記憶位置は、そのデータビットに対応する、ま
たはそのデータビットを表す、特定の電気、磁気、光学、または有機的な特性を有する物
理的な位置である。
【０１３９】
　データビットは、コンピュータによる読み出しが可能な媒体に保持することもでき、そ
のような媒体は、磁気ディスク、光ディスク、およびＣＰＵにより読み出し可能な他の揮
発性（例えば、ＲＡＭ）または不揮発性（例えば、ＲＯＭ）大容量記憶システムを含む。
コンピュータによる読み出しが可能な媒体は、協働する、または相互に接続されたコンピ
ュータ読み出し可能媒体を含み、そのような媒体は排他的に処理システムに存在するか、
または処理システムに対してローカルまたはリモートにある複数の相互接続された処理シ
ステムに分散される。例示的な実施形態は上記のメモリに限定されず、他のプラットフォ
ームおよびメモリが記載される方法に対応し得ることが理解される。
【０１４０】
　本出願の記述で使用される要素、動作、または命令はいずれも明示的にその旨を記載し
ない限り、不可欠または必須と解釈すべきでない。また、本明細書で使用される冠詞「ａ
」は１または複数の項目を含むものとする。１つのみの項目が意図される場合は、用語「
１つの（one）」または同様の文言が使用される。さらに、その後に複数の項目の列挙お
よび／または複数の項目の分類が続く用語「～のいずれか」は、本明細書で使用される場
合、その項目および／または項目の分類の「いずれか」、「の任意の組合せ」、「のうち
任意の複数個」、および／または「のうち任意の複数個の組合せ」を、個々に、または他
の項目および／または項目の分類との関連で含むものとする。さらに、本明細書で使用さ
れる用語「セット（set）」は、ゼロを含む任意数の項目を含むものとする。さらに、本
明細書で使用される用語「数（number）」は、ゼロを含む任意の数を含むものとする。
【０１４１】
　さらに、請求項は、その旨を述べない限り、記載される順序または要素に限定すべきで
ない。また、請求項における用語「手段」の使用は、米国特許法第１１２条第６項を援用
するものとし、単語「手段」を含まない請求項はいずれもそのような援用を意図しない。
【０１４２】
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　本明細書ではシステムおよび方法についてＵＷＢ多帯域通信システムに関連して説明し
たが、マイクロプロセッサ／汎用コンピュータ（図示せず）でソフトウェアとして実施す
ることも可能であることが企図される。特定の実施形態では、各種構成要素の機能のうち
１または複数が、汎用コンピュータを制御するソフトウェアとして実装可能である。

【図１】 【図２】
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